
信濃川下流域の減災に係る取組について

資料－１

平成１６年・２３年の新潟・福島豪雨の教訓と流域特性を踏まえ、水害に強い信濃川下流域

づくりを推進する中で、大規模水害に対し、関係機関がさらに連携・切磋琢磨して、

『適時的確な避難』 『氾濫被害の最小化』 を目標とする。

■上記目標達成に向けた３本柱の取組
信濃川下流等において、河川管理者が実施する堤防整備等の洪水を安全に流すための対策に加え、以下の取組みを実施。

※大規模水害 ・・・信濃川下流域で想定し得る最大規模の降雨に伴う水害。

※教訓 ・・・平成16年水害以降の各種対策の効果は発揮されたが、流域の上中下流は、水害リスクを分かち合うべき運命共同体

であり、現状の安全度を上回る洪水等の水害リスクを評価・理解・共有し、対策を検討する重要性が再認識されたこと。

※水害に強い信濃川下流域づくりを推進 ・・・国・県・市町村等の関係機関は「水害に強い信濃川下流域づくり推進協議会」を設立

(H25.5)し、連携・切磋琢磨して、水害リスクを共有し、下流域全体の地域防災力向上に取り組んでいる。

※適時的確な避難 ・・・住民自らがリスクを察知し、個々人の状況に応じた、適切なタイミングや方法で避難できる状態。

※氾濫被害の最小化 ・・・大規模降雨に伴う氾濫被害を軽減し、社会・経済活動等を一刻も早く再開できる状態。

減災のための目標

１．信濃川下流等の大規模水害の特徴を踏まえた避難のための取組

２．氾濫被害の軽減や避難時間確保のための水防や流域対策の取組

３．一刻も早く社会・経済活動等を回復させるための排水活動や協働の取組

※信濃川下流等 ・・・直轄管理区間の他、上流の支川、洪水氾濫域が重複する支派川等を含む。

■５年間で達成すべき目標



信濃川下流大規模水害に関する減災目標を達成するための各機関の取組
　1／8 （様式１－取組一覧）　取組状況確認様式 ※上段：平成28年8月 取組方針策定時の実施内容と時期　　　下段：平成29年3月31日段階の取組状況（進捗）

※「課題の対応（A～Ｚ）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「信濃川下流域の減災に係る取組方針H28.8.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目
事
項

カテゴリ
課題
の
対応

目標
時期

内容 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期

１．ハード対策の主な取組

■洪水を河川内で安全に流す対策
・洪水を安全に流すため及
び危機管理型のハード対
策を推進する。
(H23.7水害対応の河道掘
削を実施。)

引き続
き整備

・洪水を安全に流すための
ハード対策を推進する。
（五十嵐川、中ノ口川、加
茂川、下条川等）

引き続
き整備

・関屋分水路（H24～）。
・山島新田地区（H27～）。
・栗林・大島地区（H28～）。

・引き
続き整
備

・中ノ口川（河道掘削、築
堤）、加茂川（築堤）、下条
川（築堤）の工事発注済
み。

・引き
続き整
備

・蒲原大堰・中ノ口川水門
の施設操作運用の検討、
調整

順次実
施

・蒲原大堰・中ノ口川水門
の施設操作運用の検討、
調整

順次実
施

・蒲原大堰・中ノ口川水門
の施設操作運用の検討
（H28～）。

・引き
続き検
討、調
整を実
施

・検討中。 ・引き
続き検
討

■流出抑制対策
・五十嵐川遊水地の建設
・笠堀ダムの嵩上げ

引き続
き整備

・既存消雪井戸を活用した
浸水軽減策。

H29.3
月完了
予定

・五十嵐川遊水地の整備
及び笠堀ダムの嵩上げ工
事実施中。

・引き
続き整
備

・【Ｈ29.3】浸水想定区域付
近に雨水地下注入浸透事
業実施、設置完了。

・H28年
度完了

■内水対策
・排水ポンプ車の更新・増
強

順次整
備
(H29～
H32年
度まで)

・布施谷川・新川排水路下
流部の内水対策(ハード・ソ
フト)
・新通川・島田川の河道拡
幅

引き続
き整備

・雨水排水ポンプ場の整備
（白根水道町、山田）

順次整
備
(H30年
度完了
予定)

・布施谷川・新川排水路下
流部の内水対策（ハード・
ソフト）

・新通川・島田川沿線排水
区域内水対策事業

・裏館第１雨水幹線排水区
域内水対策事業（
公共下水含む）

 ・排水系統、 ポンプ場 の整備

・順次
整備
(H29～
32年度
まで)
・順次
整備
(H31年
度完
了)
・順次
整備
(H29年
度完
了)
 ・順次整
備( H31年

度完了)

・加茂川・下条川への雨水
ポンプ場の整備

順次整
備

・須頃郷１号排水路整備事
業

順次整
備（H29
年度完
了予
定）

・排水ポンプ車や照明車等
の災害対策車輌・機器につ
いて、平常時から定期的な
保守点検を行い、災害発
生による出動体制を確保し
ている。

・引き
続き実
施

・関係機関と連携し対策
（ハード・ソフト）について検
討中。
・新通川・島田川（河道拡
幅）の工事発注済み。

・引き
続き実
施

・雨水排水ポンプ場の整備
（白根水道町、山田）。

・引き
続き整
備

・布施谷川・新川排水路下
流部の内水対策（ハード・
ソフト）。

・新通川・島田川沿線排水
区域内水対策事業

・裏館第１雨水幹線排水区
域内水対策事業（公共下
水含む）

・順次
整備
(H29～
32年度
まで)
・順次
整備
(H31年
度完
了)
・順次
整備
(H29年
度完
了)

・次年度以降、追加の整備
を検討。

・引き
続き検
討

・H29度完了に向け、引き
続き事業実施予定。

・順次
整備
（H29年
度完了
予定）

・調整池等の整備
・地下貯留施設（雨水貯留
管）による浸水対策

順次整
備

・調整池等の整備 順次整
備

・調整池等の整備 H28年
度完了
予定

・調整池等の整備の検討 順次検
討

・調整池等の整備 順次整
備

・調整池等の整備 順次整
備

・調整池等の整備 順次整
備

・調整池等の整備 順次整
備

・調整池等の整備。
・地下貯留施設（雨水貯留
管）による浸水対策。

・引き
続き整
備

・開発許可申請者と適正な
協議を実施。

・順次
整備

・調整池等の整備。 ・H29年
度完了
予定

・整備の検討。 ・引き
続き検
討

・整備箇所を検討中。 ・引き
続き実
施

・調整池等の整備。 ・H28年
度完了

・既存の調整池等の適正な
管理を実施し機能を維持。
H28.8清掃実施。

・引き
続き実
施

・整備の調査・検討。 ・引き
続き実
施

・地域の自発的な共同活動
として行う流出抑制の「田
んぼダム」の取組につい
て、国、市町村と連携し支
援を行っている。

順次整
備

・田んぼダムの活用 順次整
備

・田んぼダムの活用の検討 順次検
討

・田んぼダムの活用 順次整
備

・田んぼダムの活用 順次整
備

・田んぼダムの活用 順次整
備

・田んぼダムの活用 順次整
備

・国、市町村と連携し、田ん
ぼダムの普及啓発に取り
組んでいる。

・引き
続き実
施

・田んぼダムの活用。 ・引き
続き整
備

・引き続き検討。 ・引き
続き検
討

・排水調整管の適正設置を
確認中。

・引き
続き実
施

・H28年度実施なし。 ・引き
続き検
討

・田んぼダムの活用。 ・引き
続き実
施

・田んぼダムの活用。 ・引き
続き実
施

■危機管理型ハード対策

・堤防天端の保護(アスファ
ルト舗装等)

H28年
度から
順次整
備

・堤防天端の保護 H28年
度
以降検
討

・加茂新田地区（H28年度
完）。
・石上地区（H28年度完）。
・大川津地区（H28年度
完）。

・H28年
度完
了、引
き続き
実施

・要対策箇所について検討
中（H28～）（河川整備課）。

・五部一川において堤防天
端舗装を実施（五泉市青橋
地区）（新津）。
・地域活性化推進事業にお
いて、刈谷田川で堤防天
端舗装（利用目的）を実施
（長岡）。

・引き
続き検
討、調
整を実
施

・H28実
施済、
引き続
き実施

・堤防裏法尻補強 H28年
度から
順次整
備

・小須戸地区（Ｈ28年度
完）。

・H28年
度完
了、引
き続き
実施

資料１－１

順次
実施

施設操作運用
の検討、調整

・堤防天端の保護
・堤防裏法尻の補強

Ｚ

H28
年度
から
順次
整備

堤防天端の保
護

堤防裏法尻の
補強

・排水機能の配備 T
順次
整備

排水ポンプ場
の整備等の、
排水ポンプ車
の整備

・ダムの嵩上げ、遊
水地の整備

Ｗ
引き
続き
整備

農政局北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市 見附市 田上町燕市 五泉市 弥彦村加茂市長岡市 三条市減災のための取組項目（概ね５年間）

遊水地の整
備、ダムの嵩
上げ

・調整池の整備
・田んぼダムの活用

T
順次
整備

調整池等の整
備

田んぼダムの
整備・活用

・河道掘削
・侵食対策
・浸透対策
・築堤

Ｗ，Ｘ
引き
続き
整備

洪水を安全に
流すため・危機
管理型のハー
ド対策の推進

・信濃川下流及び中
ノ口川の治水安全度
バランスを考慮した
蒲原大堰・中ノ口川
水門の施設操作運用
の検討、調整

Ｙ



信濃川下流大規模水害に関する減災目標を達成するための各機関の取組
　2／8 （様式１－取組一覧）　取組状況確認様式 ※上段：平成28年8月 取組方針策定時の実施内容と時期　　　下段：平成29年3月31日段階の取組状況（進捗）

※「課題の対応（A～Ｚ）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「信濃川下流域の減災に係る取組方針H28.8.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目
事
項

カテゴリ
課題
の
対応

目標
時期

内容 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期

資料１－１

農政局北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市 見附市 田上町燕市 五泉市 弥彦村加茂市長岡市 三条市減災のための取組項目（概ね５年間）

■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

・水防団と自治体との水防
資機材の確認を実施

引き続
き実施

・水防資機材の配備状況
の確認・整備

引き続
き実施

・河川管理者や水防団と連
携し水防資機材の配備状
況の確認や整備を行う。

H28年
度
から検
討

 ・情報 を収集 し、必要性 を
検討 する。
・水防資機材の配備状況
の確認・整備

 H28年
度
 から検
討
引き続
き実施

・水防資材の十分な確保 引き続
き実施

・自治会に対する水防資機
材の十分な確保

引き続
き実施

・河川管理者と連携を図り
必要資機材の配備の検討
を行う。

H28年
度から
検討

・情報を収集し、必要性を
検討する。

H28年
度から
検討

・河川管理者と連携を図
り、配備状況の確認や整
備を行う。

H28年
度から
検討

・【H28.5.25,26】合同巡視時
に水防団・自治体と一緒に
水防資材を確認。毎年出
水期前に実施。

・H28年
度実施
済、引
き続き
実施

・水防資器材の配備状況
の確認を実施（各地地
域）。
・水防倉庫の修繕整備（棚
を設置し収納力及び使い
やすさを向上）（新潟）。

・H28年
度実施
済、引
き続き
実施

・【H28.5～】各区において
水防資機材の配備状況を
確認し、不足数を補充する
など整備を行っている。

・引き
続き実
施

・H28年度の出水期前に実
施。

・引き
続き実
施

・水防資材の十分な確保。 引き続
き実施

・予算の範囲内で引き続き
実施。

・引き
続き実
施

・更新・配置及び数量につ
いて検討中。

・引き
続き実
施

・調査・検討を継続。 ・引き
続き検
討

・出水期前に確認を行い、
補充している。
・地元町内会長からの申し
出により、不足分を補充し
ている。

・引き
続き実
施

・新技術（水のう工法等）を
活用した水防活動

・H28年
度から
検討

・新技術を活用した水防資
機材等の配備を検討する。

・H28年
度以降
検討

・情報を収集し、必要性を
検討

H28年
度から
検討

・Ｈ23水害の教訓として、市
の倉庫や消防器具置場、
町内会館等に配備済み
で、新技術を活用した水防
資機材等の配備を検討す
る。

H28年
度から
検討

・情報を収集し、必要性を
検討する。

H28年
度
から検
討

・情報を収集し、必要性を
検討する。

H28年
度
から検
討

・水のう工法を実際の訓練
等で実施していく。

・H29年
度水防
訓練よ
り実施

・耐候性土のうの整備（三
条、長岡）。

・順次
整備

・情報を収集し、必要性を
検討予定。

・引き
続き検
討

・出水期前に確認を行い、
補充している。
・地元町内会長からの申し
出により、不足分を補充し
ている。
・新技術を活用した水防資
機材等の配備について
は、検討中。

・引き
続き実
施

・新技術を活用した水防資
機材等の情報を収集中、
配備については、検討中。

・引き
続き実
施

・引き続き必要な資機材を
検討。

・引き
続き実
施

・簡易水位計の設置
・ＣＣＴＶカメラの設置

H28年
度から
順次整
備

・水位計・量水標の設置
・洪水危険箇所における河
川カメラ設置

順次整
備

・危険箇所に追加設置。
今後も状況に応じて検討す
る（H28簡易水位計6台、
CCTVカメラ4台）

・H28年
度実施
済、状
況に応
じて順
次整備

・Ｈ２８年度、刈谷田川（大
沼新田）において、水位計
を設置（長岡）。
・猿橋川（成願寺）におい
て、水位計の設計を開始
（長岡）。
･Ｈ２８年度、点検で機能低
下が判明した道金、新通川
内水位の水位計を更新。

・順次
整備

・県管理河川の浸水想定
区域を踏まえて検討

H29年
度から
検討

・庁舎等の耐水化の検討 H28年
度以降
検討

・新たな浸水想定区域に対
応した対策の必要性の調
査等を含め検討

今後検
討

・浸水想定状況等を参考に
して、今後の対応について
検討

H28年
度
から検
討

・庁舎の耐水化について、
調査・検討する。

Ｈ28年
度から
検討

庁舎の耐水化について、
調査・検討する。

Ｈ28年
度から
検討

－ ・H29年
度から
検討

・庁舎については浸水時の
機能確保の検討を行い、
必要な庁舎で電力供給の
安全対策を実施済みであ
る。

・引き
続き検
討

・新たな浸水想定区域に対
応した対策の必要性の調
査等を含め検討。

・今後
検討

・今後公表される刈谷田川
の浸水想定区域と併せ検
討中。

・引き
続き実
施

・施設整備費用の積立を開
始。

・H29年
度以降
実施

・検討中。 ・引き
続き実
施

・排水機場の耐水化を検討
する。

H28年
度以降
検討

津波浸水などを含め、耐水
化について、調査検討す
る。

H29年
度以降
に検討
を開始

・今後の対応について検討
（該当施設の調査等）

今後検
討

・排水機場の耐水化につい
て、検討する。

H29年
度以降
検討

・施設状況等に応じて、今
後の対応について検討

H28年
度
から検
討

・排水機場の耐水化につい
て調査・検討する。

H28年
度
から検
討

・今後、事業化に併せて、
内水に係る超過降雨によ
る洪水時に備えた排水機
場の耐水化を検討

H28年
度以降
に検討
を開始

・検討中。 ・引き
続き検
討

・津波浸水などを含め、耐
水化について、調査検討す
る。

・県か
らの情
報提供
後から
検討を
開始

・今後の対応について検討
（該当施設の調査等）。

・今後
検討

－ ・H29年
度以降
検討

・関係機関による情報共有
を行い、検討の準備を開
始。

・引き
続き実
施

・検討中。 ・引き
続き実
施

－ ・H29年
度以降
から検
討

H28
年度
から
順次
検討

H28
年度
から
順次
整備

CCTVカメラ、
簡易水位計・量
水標の設置

庁舎等の耐水
対策

排水機場の耐
水化

水防資機材の
確認・整備

①新技術を活用した
水防資機材の検討及
び配備

④排水機場の耐水化

Ｓ

T,U

③庁舎等の耐水対策

H28
年度
から
順次
検討

②円滑な避難活動や
水防活動を支援する
ため、CCTVカメラ、
簡易水位計や量水標
等の設置を行う

J,L

新技術を活用
した水防資機
材の検討・配備

M,P
Q

H28
年度
から
検討



信濃川下流大規模水害に関する減災目標を達成するための各機関の取組
　3／8 （様式１－取組一覧）　取組状況確認様式 ※上段：平成28年8月 取組方針策定時の実施内容と時期　　　下段：平成29年3月31日段階の取組状況（進捗）

※「課題の対応（A～Ｚ）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「信濃川下流域の減災に係る取組方針H28.8.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目
事
項

カテゴリ
課題
の
対応

目標
時期

内容 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期

資料１－１

農政局北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市 見附市 田上町燕市 五泉市 弥彦村加茂市長岡市 三条市減災のための取組項目（概ね５年間）

２．ソフト対策の主な取組　①信濃川下流等の大規模水害の特徴を踏まえた避難のための取組

■情報伝達、避難計画等に関する事項
・新潟県河川防災情報シス
テムの改良及びスマート
フォン向け画面の検討

H28年
度以降
検討

・川の防災情報の充実 H28年
度
から実
施

・SNSの活用による情報発
信
・川の防災情報の充実

引き続
き実施

・川の防災情報の充実 引き続
き実施

・川の防災情報の充実 引き続
き実施

・SNSの活用による情報発
信
・川の防災情報の充実

引き続
き実施

・川の防災情報の充実 引き続
き実施

・川の防災情報の充実 引き続
き実施

・平成29年出水期までにス
マートフォン向け画面を公
開予定（河川管理課）。

・引き
続き実
施

・川の防災情報発信のた
め、防災メールやツィッター
などのシステムを整備して
いる。

・引き
続き実
施

・ＳＮＳの活用による情報
発信を実施中。

・引き
続き実
施

・情報発信の手段の多様
化について、引き続き検
討。

・引き
続き検
討

・防災情報の的確な配信体
制の構築に努めた。

・引き
続き実
施

・SNSの活用による情報発
信。
・川の防災情報の充実。

・引き
続き実
施

・防災情報メール（登録者）
への情報発信を実施中。
・川の防災情報の充実。

・引き
続き実
施

・川の防災情報の充実。 ・引き
続き実
施

・信濃川下流域情報共有プ
ラットホームにおいて、阿
賀野川河川事務所及び信
濃川河川事務所の防災情
報をあわせて一元化し、共
有・閲覧できるシステムを
構築。

順次実
施

・阿賀野川流域はシステム
改良中、信濃川中流域は
システム検討中。

・阿賀
野川は
H29年
度より
運用開
始予定

・アドホック（簡易）水位計
の整備。
・プッシュ型の洪水予報等
の情報発信。

順次実
施

・隣県水位局の情報を掲載
・洪水時における水位の緊
急速報メールの検討

H28年
度以降
検討

・気象警報・注意報を発表
し、現象ごとに警戒期間、
注意期間、ピーク時間帯、
雨量などの予想最大値を
周知

引き続
き実施

・アドホック（簡易）水位計を
追加設置。今後情報共有
プラットフォームに追加す
る。

・プッシュ型の洪水予報等
の情報発信H29年出水期
前実施に向け準備中。

・引き
続き実
施

・H29.5
実施予
定

・隣県水位局の情報をH29
出水期までに新潟県河川
防災情報システムで公開
予定（河管）。
・プッシュ型配信について
は引き続き検討。

・引き
続き実
施

・適宜実施。 ・引き
続き実
施

・市内設置の河川監視カメ
ラ映像の提供

引き続
き実施

 ・市内設置 の防災 カメラ映
像市内冠水危険箇所にお
ける監視カメラの整備

引き続
き実施

・ホームページ上で河川カ
メラの映像を公開。

・引き
続き実
施

・【H28.7】整備済み。 ・H28年
度完了

・自治体へのホットラインの
実施

H28年
度以降
検討

・必要に応じて、自治体に
情報伝達（ホットライン）を
実施

引き続
き実施

・ホットラインを確保済み。
運用方法については検討
中。

・引き
続き検
討

・適宜実施。 ・引き
続き実
施

・危険箇所の範囲や避難
所の位置を分かりやすく表
示する「にいがた防災アプ
リ」について、更なる普及
のため周知・広報を実施す
る。
・緊急告知FMラジオの購
入費助成制度について、
更なる普及のため周知・広
報を実施する。

H28年
度
から実
施

・緊急告知FMラジオ購入
費補助制度の周知
・防災情報メール（登録制）
の周知、普及

引き続
き実施

・三条市メール配信サービ
ス登録者の増加に向けた
取組を実施

引き続
き実施

・防災情報メール（登録制）
の周知、普及

引き続
き実施

・携帯電話やパソコンの
メールを利用した五泉あん
しんメールについて、更な
る普及のため周知・広報を
実施する。

引き続
き実施

・防災情報メール（登録制）
の周知、普及

引き続
き実施

・防災情報メール（登録制）
の周知、普及

引き続
き実施

・「にいがた防災アプリ」と
「緊急告知FMラジオの購
入費助成制度」について、
防災フェスタや要配慮者利
用施設向けの説明会での
チラシ配布、市報掲載など
により周知・広報を実施し
た。

・H28年
度実施
済、引
き続き
実施

・ホームページ等でFMラジ
オ購入費助成制度や防災
情報メールの周知を実施。

・H28年
度実施
済、引
き続き
実施

・三条市メール配信サービ
ス登録者の増加に向けた
取組を実施。

・H28年
度実施
済、引
き続き
実施

・登録者増加に向けて普及
活動実施中。

・引き
続き実
施

・出水期前に市の広報紙で
周知。

・引き
続き実
施

・防災情報メール配信サー
ビス登録者増加に向け広
報誌、催事での周知を実
施。除雪（一斉）等の情報
発信で利便性をアピール。

・引き
続き実
施

・ホームページ、広報誌等
を通じて防災情報メール
（登録制）の周知実施。

・引き
続き実
施

・津波用として設置してあ
る同報無線について河川
洪水用としても活用するよ
う、既存設備の運用変更を
行う。

H28年
度
から実
施

・【H28.6】津波用として設置
してある同報無線について
河川洪水用としても活用す
るよう、既存設備の運用変
更を行った。

・H28年
度実施
済、引
き続き
実施

・緊急告知FMラジオを町内
会、要支援者等へ配布

引き続
き実施

・汎用（放送局デジタル選
局式）FMラジオの配備事
業

引き続
き実施

・新規要支援者へ配布済
み。

・H28年
度実施
済、引
き続き
実施

・普及活動実施中。 ・引き
続き実
施

・燕市観光・防災Wi-Fiス
テーション整備

引き続
き実施

・整備済み。 ・H28年
度完了

Wi-Fiステーショ
ン整備

河川防災情報
等のシステム
改良
スマートフォン
を活用した情
報発信
SNSを活用した
情報発信

信濃川下流域
情報プラット
ホームの拡充

水位・気象情報
等の情報発信

カメラ映像の情
報提供

自治体への情
報伝達（ホット
ライン）

防災アプリ・ラ
ジオ・メールの
更なる普及の
ための周知・広
報

津波用同報無
線の活用

FMラジオの配
備事業

①リアルタイムの情
報提供やプッシュ型
情報の発信、防災情
報の充実

G,H
I,J

順次
実施



信濃川下流大規模水害に関する減災目標を達成するための各機関の取組
　4／8 （様式１－取組一覧）　取組状況確認様式 ※上段：平成28年8月 取組方針策定時の実施内容と時期　　　下段：平成29年3月31日段階の取組状況（進捗）

※「課題の対応（A～Ｚ）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「信濃川下流域の減災に係る取組方針H28.8.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目
事
項

カテゴリ
課題
の
対応

目標
時期

内容 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期

資料１－１

農政局北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市 見附市 田上町燕市 五泉市 弥彦村加茂市長岡市 三条市減災のための取組項目（概ね５年間）

・出水後におけるタイムラ
インの検証と改善
・必要に応じて、水位情報
等の提供など

順次実
施

・市町村が作成するタイム
ラインに必要な水位情報等
の提供など

順次実
施

・関係機関と連携した防災
行動計画（タイムライン）の
整備

順次実
施

・関係機関と連携した防災
行動計画（タイムライン）の
整備を検討

国、県
など関
係機関
からの
情報提
供後か
ら検討

・関係機関と連携した防災
行動計画（タイムライン）の
整備

順次実
施

・水防法の改正に伴う浸水
想定区域の見直しや、平
成27年9月の関東・東北豪
雨を踏まえ、ワーキングを
開催して検証を行い、必要
な見直しや新たな課題の
抽出を行っている。

引き続
き実施

・関係機関と連携した防災
行動計画（タイムライン）の
整備

順次実
施

・関係機関と連携した防災
行動計画（タイムライン）の
整備

順次実
施

・関係機関と連携した防災
行動計画（タイムライン）の
整備

順次実
施

・関係機関と連携した防災
行動計画（タイムライン）の
検討

順次実
施

・関係機関と連携した防災
行動計画（タイムライン）の
整備

順次実
施

・関係機関と連携した防災
行動計画（タイムライン）の
整備

順次実
施

・流域市町村のモデルとし
て、三条市の関係機関と連
携したタイムラインの検証
を支援していく。

・引き
続き実
施

・必要に応じて水位情報等
を提供する。

・引き
続き実
施

・整備中。 ・引き
続き実
施

・関係機関と連携した防災
行動計画（タイムライン）の
整備を検討。

・国、県
など関
係機関
からの
情報提
供後か
ら検討

・関係機関と連携した防災
行動計画（タイムライン）の
整備を検討。

・引き
続き実
施

・県管理河川の当該浸水
想定区域図が公表された
後、避難に対する考え方や
避難情報の出し方など、対
応全体の在り様を改めて
検討する。

・新潟
県から
の情報
提供後
から検
討

・関係機関と連携した防災
行動計画（タイムライン）の
整備を検討。

・国、県
など関
係機関
からの
情報提
供後か
ら検討

・関係機関と連携した防災
行動計画（タイムライン）の
整備を検討中。

・引き
続き実
施

・関係機関と連携した防災
行動計画（タイムライン）の
整備を検討。

・国、県
など関
係機関
からの
情報提
供後か
ら検討

・関係機関と連携した防災
行動計画（タイムライン）の
整備を検討。

・国、県
など関
係機関
からの
情報提
供後か
ら検討

・関係機関と連携した防災
行動計画（タイムライン）の
整備を検討。

・国、県
など関
係機関
からの
情報提
供後か
ら検討

・関係機関と連携した防災
行動計画（タイムライン）の
整備を検討。

・国、県
など関
係機関
からの
情報提
供後か
ら検討

・出水後におけるタイムラ
インの検証と改善
・必要に応じて、水位情報
等の提供など

順次実
施

・市町村が作成するタイム
ラインに必要な水位情報等
の提供など

順次実
施

・北陸地整・県・市・町と共
同し、整備・改善を支援

順次実
施

・ホットラインのタイミングや
庁内の体制などについて、
タイムラインの改善を実施
する。

H28年
度から
検討

・信濃川等の各観測所ごと
にタイムラインを策定し、必
要に応じて見直しを実施

H27年
度から
実施

・水防法の改正に伴う浸水
想定区域の見直しや、平
成27年9月の関東・東北豪
雨を踏まえ、ワーキングを
開催して検証を行い、必要
な見直しや新たな課題の
抽出を行っている。

引き続
き実施

・避難情報のためのタイム
ラインの整備

H28年
度から
検討

・市町村間をまたぐ避難勧
告のためのタイムラインの
整備

H28年
度から
検討

・事前防災行動計画（タイ
ムライン：水害版）の運用
・市町村間をまたぐ避難勧
告のためのタイムラインの
整備

H28年
度から
検討

・協議会の中で検討する避
難計画（案）等をふまえ改
善を行う
・河川管理者と連携を図
り、改善・整備を行う。

H27年
度から
順次実
施

・市町村間をまたぐ避難勧
告のためのタイムラインの
整備

平成２
８年度
より順
次実施

・避難勧告のためのタイム
ラインの整備
・市町村間をまたぐ避難勧
告のためのタイムラインの
整備

平成２
８年度
より順
次実施

・タイムラインは作成済。出
水がなかったため未検証。

・出水
後に検
証

・刈谷田川（長岡市、見附
市）のタイムラインを策定
済み
・その他河川についても順
次策定予定。

・H28年
度完了
・引き
続き検
討

[H28.9.15]
・タイムラインの気象台業
務の記述について北陸地
整と協議。

・引き
続き実
施

・【H28.5.27】洪水対応演習
時にタイムラインを確認。

・引き
続き実
施

・見直しを検討中。 ・引き
続き実
施

・県管理河川の当該浸水
想定区域図が公表された
後、避難に対する考え方や
避難情報の出し方など、対
応全体の在り様を改めて
検討する。

・新潟
県から
の情報
提供後
から検
討

・信濃川下流河川事務所と
連携したタイムラインを整
備済み。
今後検証と更新を行う。

・引き
続き実
施

・関係機関の体制について
整理中。

・引き
続き実
施

・関係機関と引き続き協
議。

・引き
続き実
施

・検討中。 ・引き
続き検
討

・関係機関と引き続き協
議。

・引き
続き実
施

・浸水想定区域、気象情報
の改善などを踏まえ引き続
き検討。

・引き
続き実
施

・信濃川下流洪水浸水想
定区域図の策定・公表。
・浸水継続時間の策定、公
表。
・家屋倒壊等氾濫想定区
域図を作成し自治体へ提
供。

H28年
度から
実施

・想定最大規模も含めた浸
水想定区域図や家屋倒壊
等氾濫想定区域等の公表
を行う。

H28年
度
以降検
討

・【H28.5】信濃川下流洪水
浸水想定区域図の策定・
公表。
・【H28.5】浸水継続時間の
策定、公表。
・【H28.5】家屋倒壊等氾濫
想定区域図を作成し自治
体へ提供。

・H28年
度完了

・中ノ口川、加茂川、下条
川、小阿賀野川、能代川、
猿橋川、刈谷田川、五十嵐
川の８河川について作成
中。

・引き
続き検
討

・想定最大規模降雨の信
濃川下流氾濫シミュレー
ションの公表。

H28年
度から
実施

・H29年度公表予定。 ・引き
続き実
施

■情報伝達、避難計画等に関する取組
・浸水想定区域の浸水深、
浸水継続時間及び家屋倒
壊危険区域の情報提供を
行う。

H28年
度から
実施

・浸水想定区域の浸水深、
浸水継続時間及び家屋倒
壊危険区域の情報提供を
行う。

順次実
施

・【H28.5】浸水想定区域の
浸水深、浸水継続時間及
び家屋倒壊危険区域を策
定・公表し、関係機関、住
民に対しHP等を通じて情
報提供を実施。

・H28年
度完了

・中ノ口川、加茂川、下条
川、小阿賀野川、能代川、
猿橋川、刈谷田川、五十嵐
川の８河川について作成
中。

・引き
続き検
討

・家屋倒壊危険区域等よ
り、立ち退き避難が必要な
区域を検討する。

新潟県
からの
情報提
供後か
ら実施

・家屋倒壊危険区域等よ
り、立ち退き避難が必要な
区域を検討する。

新潟県
からの
情報提
供後か
ら実施

・家屋倒壊危険区域等を確
認し、立ち退き避難が必要
な区域における柔軟な避
難方法等を検討・周知

新潟県
からの
情報提
供後か
ら実施

・浸水想定区域図等から立
ち退き避難が必要な区域と
避難方法を検討

H29年
度以降
検討

・家屋倒壊危険区域等よ
り、立ち退き避難が必要な
区域を検討する。

・H29年
度から
検討

・家屋倒壊危険区域等よ
り、立ち退き避難が必要な
区域を検討

H29年
度から
検討

・浸水深、浸水継続時間及
び家屋倒壊危険区域等よ
り、立ち退き避難が必要な
区域を検討する。

H29年
度以降
検討

・来年度に予定されている
新潟県からの情報提供後
にハザードマップの改良に
向けた検討を実施するた
め、来年度予算の要求をし
ている。

・新潟
県から
の情報
提供後
から実
施

・家屋倒壊危険区域等を確
認し、立ち退き避難が必要
な区域における柔軟な避
難方法等を検討・周知。

・新潟
県から
の情報
提供後
から実
施

・家屋倒壊危険区域等を確
認し、立ち退き避難が必要
な区域における柔軟な避
難方法等を検討・周知。

・新潟
県から
の情報
提供後
から実
施

・ハザードマップ作成と併
せて検討。

・H29年
度以降
検討

・今後公表される刈谷田川
の浸水想定区域と併せて
検討。

・H29年
度から
検討

－ ・H29年
度から
検討

・Ｈ29年度にハザードマップ
作成と併せて検討予定。

・H29年
度検討

・屋内安全確保等、柔軟な
避難方法の検討

新潟県
からの
情報提
供後か
ら実施

・屋内安全確保等、柔軟な
避難方法の検討

H29年
度以降
実施

・屋内安全確保等、柔軟な
避難方法の検討

新潟県
からの
情報提
供後か
ら実施

・屋内安全確保等、柔軟な
避難方法の検討

H29年
度以降
検討

・屋内安全確保等、柔軟な
避難方法の検討。

・H29年
度から
検討

・屋内安全確保等、柔軟な
避難方法の検討

H29年
度から
検討

・広域避難の他に屋内安
全確保等、柔軟な避難方
法の検討
・家屋倒壊等氾濫想定区
域における頑丈で高い建
物等での屋内安全確保
等、柔軟な避難方法の検
討。

H29年
度以降
検討

・屋内安全確保等、柔軟な
避難方法の検討

H29年
度以降
検討

・来年度に予定されている
新潟県からの情報提供後
にハザードマップの改良に
向けた検討を実施するた
め、来年度予算の要求をし
ている。

・新潟
県から
の情報
提供後
から実
施

・新潟県からの情報提供後
に実施予定。

・H29年
度以降
実施

・屋内安全確保等、柔軟な
避難方法の検討。

・新潟
県から
の情報
提供後
から実
施

・ハザードマップ作成と併
せて検討。

・H29年
度以降
検討

・今後公表される刈谷田川
の浸水想定区域と併せて
検討。

・H29年
度から
検討

－ ・H29年
度から
検討

・Ｈ29年度にハザードマップ
作成と併せて検討予定。

・H29年
度検討

・ハザードマップ作成に併
せて検討予定。

・H29年
度以降
検討

・避難所ごとに水害時の浸
水深や避難の可否につい
て確認を行う。

新潟県
からの
情報提
供後か
ら実施

・避難所の浸水深等の確
認及び避難の可否につい
て確認

H29年
度以降
実施

・避難所の浸水深等の確
認、緊急避難経路の確認

新潟県
からの
情報提
供後か
ら実施

・避難所の浸水深等の確
認、緊急避難経路の確認

H29年
度以降
検討

・避難所の浸水深等の確
認、緊急避難経路の確認

H29年
度以降
検討

・避難所の浸水深等の確
認、緊急避難経路の確認
を検討

H29年
度から
検討

・避難所の浸水深等の確
認、緊急避難経路の確認。

H29年
度以降
検討

・避難所の浸水深等の確
認、緊急避難経路の確認

H29年
度以降
検討

・避難所の浸水深等の確
認、緊急避難経路の確認

H29年
度以降
検討

・来年度に予定されている
新潟県からの情報提供後
にハザードマップの改良に
向けた検討を実施するた
め、来年度予算の要求をし
ている。

・新潟
県から
の情報
提供後
から実
施

・新潟県からの情報提供後
に実施予定。

・H29年
度以降
実施

・避難所の浸水深等の確
認、緊急避難経路の確認。

・新潟
県から
の情報
提供後
から実
施

・ハザードマップ作成と併
せて検討。

・H29年
度以降
検討

・今後公表される刈谷田川
の浸水想定区域と併せて
検討中。

・引き
続き実
施

－ ・Ｈ29
年度か
ら検討

・Ｈ29年度にハザードマップ
作成と併せて検討予定。

H29年
度検討

・ハザードマップ作成に併
せて検討予定。

・H29年
度以降
検討

・ハザードマップ作成と併
せて検討。

・H29年
度以降
検討

屋内安全確保
等、柔軟な避
難方法の検討

④想定最大規模も含
めた破堤点別浸水想
定区域図、 家屋倒壊
等氾濫想定区域の公
表（浸水ナビ等による
公表）

浸水想定区域
の浸水深、水
継続時間・家屋
倒壊危険区域
の情報提供

立ち退き避難
が必要な区域・
避難方法の検
討

D,E
F

H28
年度
から
順次
実施

②関係機関と連携し
た防災行動計画（タイ
ムライン）の整備

C

(整備)
順次
実施
 (検
証・

改善)
引き
続き
実施

タイムラインの
整備・改善・支
援

③避難勧告等の発令
に着目した防災行動
計画（タイムライン）
の整備及び検証と改
善

C

(整備)
順次
実施
 (検
証・

改善)
順次
実施

タイムラインの
整備・改善・支
援

洪水浸水想定
区域図・家屋倒
壊等氾濫想定
区域図の策定・
公表

H28
年度
から
順次
実施

避難所ごとの
浸水深・避難可
否の確認

自主防災組織
の育成・強化

氾濫シミュレー
ションの公表

⑤立ち退き避難が必
要な区域及び避難方
法の検討

D,E
F,K



信濃川下流大規模水害に関する減災目標を達成するための各機関の取組
　5／8 （様式１－取組一覧）　取組状況確認様式 ※上段：平成28年8月 取組方針策定時の実施内容と時期　　　下段：平成29年3月31日段階の取組状況（進捗）

※「課題の対応（A～Ｚ）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「信濃川下流域の減災に係る取組方針H28.8.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目
事
項

カテゴリ
課題
の
対応

目標
時期

内容 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期

資料１－１

農政局北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市 見附市 田上町燕市 五泉市 弥彦村加茂市長岡市 三条市減災のための取組項目（概ね５年間）

・作成に必要な情報の提供
及び策定を支援する。

H28年
度から
順次実
施

・作成に必要な情報の提供
及び策定を支援
・市町村間の調整や運営
上の課題への支援

引き続
き実施

・作成に必要な情報の提供
及び策定を支援

H28年
度から
順次実
施

・広域避難の現実性につい
て検討する。

H28年
度
から検
討

・近隣市町村相互援助協
定
・遠隔地災害時相互応援
協定

H29年
度以降
検討

・近隣市町村相互援助協
定
・遠隔地災害時相互応援
協定

・想定最大規模の降雨によ
る浸水を考慮した広域避
難計画の検討

引き続
き実施

新潟県
からの
情報提
供後か
ら実施

・近隣市町村相互援助協
定
・遠隔地災害時相互応援
協定

H28年
度から
検討

・近隣市町村相互援助協
定
・遠隔地災害時相互応援
協定

H28年
度から
検討

・近隣市町村相互援助協
定
・遠隔地災害時相互応援
協定
・広域避難の現実性につい
て検討

H28年
度から
検討

・北陸地整、県、関係市町
と連携し、計画規模洪水に
対する広域避難計画を検
討・策定する。
・北陸地整、県、関係市町
と連携し、想定最大規模洪
水に対する広域避難計画
を検討・策定する。
・近隣市町村相互援助協
定
・遠隔地災害時相互応援
協定

H28年
度から
検討

H29年
度以降
検討

・近隣市町村相互援助協
定
・遠隔地災害時相互応援
協定

H28年
度から
検討

・近隣市町村相互援助協
定
・遠隔地災害時相互応援
協定

H28年
度から
検討

・作成に必要な情報を提供 ・引き
続き実
施

・引き続き作成に必要な情
報の提供及び策定を支
援。
・必要に応じて市町村間の
調整や運営上の課題への
支援。

・引き
続き実
施

・引き続き作成に必要な情
報の提供及び策定を支
援。

・引き
続き実
施

・検討中。【H29.3現在】 ・H28年
度から
順次実
施

・新潟県からの情報提供後
に実施予定。

・H29年
度以降
検討

・近隣市町村相互援助協
定。
・遠隔地災害時相互応援
協定。
・想定最大規模の降雨によ
る浸水を考慮した広域避
難計画の検討。

・引き
続き実
施

・新潟
県から
の情報
提供後
から実
施

・検討中。 ・引き
続き実
施

・今後公表される刈谷田川
の浸水想定区域と併せて
検討中。

・引き
続き実
施

・関係機関と引き続き検
討。

・引き
続き実
施

・検討中。 ・引き
続き検
討

・遠隔地災害時相互応援
協定（長野県　青木村とＨ
28.7に災害時相互援助等
に関する協定締結）。

・一部
実施、
引き続
き検討

・引き続き検討。 ・引き
続き実
施

・ハザードマップポータルサ
イトの周知と活用を促進す
る。

H28年
度から
実施

・ハザードマップポータルサ
イトの周知と活用を促進す
る。

順次実
施

・新たな浸水想定区域に対
応した洪水ハザードマップ
への改良と、出前講座など
を活用した周知・広報を実
施する。

新潟県
からの
情報提
供後に
実施

・新たな浸水想定区域に対
応した洪水ハザードマップ
の策定を行い、全戸配布
により周知

H29年
度以降
実施

・新たなハザードマップの
策定・周知
・ハザードマップポータルサ
イトの周知と活用を促進

・新潟
県から
の情報
提供後
から実
施

・新たな浸水想定区域に対
応した洪水ハザードマップ
の作成
・ハザードマップポータルサ
イトの周知と活用を促進

H28年
度から
検討

・新たなハザードマップの
策定・周知
・ハザードマップポータルサ
イトの周知と活用を促進

H29年
度
から検
討

・避難所の災害別区分化、
災害別表示版の設置の検
討
・新たなハザードマップの
策定・周知
・ハザードマップポータルサ
イトの周知と活用を促進

H29年
度から
検討

・ハザードマップの見直しを
行い、全戸配布により周知
する。

・新たなハザードマップの
策定・周知
・ハザードマップポータルサ
イトの周知と活用を促進

H29年
度以降
検討

・新たなハザードマップの
策定・周知
・ハザードマップポータルサ
イトの周知と活用を促進

H29年
度以降
検討

・新たなハザードマップの
策定・周知
・ハザードマップポータルサ
イトの周知と活用を促進

H29年
度以降
検討

・機会を捉えた周知、活用
促進。

・引き
続き実
施

・検討中。 ・引き
続き検
討

・来年度に予定されている
新潟県からの情報提供（浸
水想定区域図）後にハザー
ドマップの改良に向けた検
討を実施するため、来年度
予算の要求をしている。

・新潟
県から
の情報
提供後
から実
施

・新潟県からの情報提供
（浸水想定区域図）後に実
施予定。

・H29年
度以降
実施

・新たなハザードマップの
策定・周知。
・ハザードマップポータルサ
イトの周知と活用を促進。

・新潟
県から
の情報
提供後
から実
施

・作成に向けて検討中。 ・引き
続き実
施

・今後公表される刈谷田川
の浸水想定区域と併せて
検討中。

・引き
続き実
施

・避難所看板は平成28年
度着手し、平成29年度に完
成予定。
・ハザードマップは平成29
年度に作成予定。

・引き
続き実
施

・Ｈ29年度にハザードマップ
の作成を予定。

・Ｈ29
年度実
施予定

・ハザードマップ作成の策
定。

・H29年
度済、
引き続
き検討

・ハザードマップ作成に向
けた調査・研究を実施。

・引き
続き実
施

・現状予測期間（～３時間）
・更に数時間（４～６時間程
度）先も含め水位予測の精
度向上の検討・システム改
良を行う。

H28年
度から
実施

・上流水位局による下流水
位予測を検討する。

H28年
度以降
検討

・H28年度より水位予測を6
時間まで予測する。
・出水後に予測精度の検
証を行う。

・引き
続き実
施

・水位観測所地点における
横断測量を実施中。

・引き
続き実
施

・警報等における危険度の
色分け表示
・「警報級の現象になる可
能性」の情報提供
・メッシュ情報の充実化

H29年
度出水
期から
実施

[H28.6.8]
・「危険度の色分け表示」、
「警報級の可能性」の試行
として提供開始。

・H29年
度出水
期から
実施

・洪水対応演習の実施
･ブラインド型水害対応訓
練の実施

引き続
き実施

・洪水対応演習の実施 引き続
き実施

・洪水対応演習により実施 引き続
き実施

・洪水対応演習により実施 引き続
き実施

・洪水対応演習により実施 引き続
き実施

・信濃川下流河川事務所
等との合同訓練の実施

H28年
度実施

・洪水対応演習により実施 引き続
き実施

・市、消防組織、水防団の
連携した訓練を毎年実施。
今後も関係機関の連携に
努めた訓練を実施する。

引き続
き実施

・洪水対応演習により実施 引き続
き実施

・洪水対応演習により実施 引き続
き実施

・洪水対応演習により実施 引き続
き実施

・洪水対応演習により実施 引き続
き実施

・平成28年3月に土地改良
施設管理者のための業務
継続計画（BCP）策定マ
ニュアルを策定。施設管理
者におけるBCP策定の取り
組みを進める。

平成28
年度～
平成32
年度ま
で

・【H28.5.27】洪水対応演習
実施。
・【H28.7.4】三条市と合同で
ブラインド型訓練を実施。

・引き
続き実
施

・【H28.5.27】洪水対応演習
を実施(新潟、新津、三条、
長岡）。
・【H28.5.29】信濃川下流水
防訓練へ参加（新潟、新
津）。
・【H28.5.15】信濃川中流水
防訓練へ参加（長岡）。
・【H28.6.19】見附市防災訓
練に参加（刈谷田川遊水
地警戒情報発信施設の動
作確認実施）（長岡）。

・引き
続き毎
年実施

[H28.5.27]
・洪水対応演習を実施。

・引き
続き実
施

・【H28.5.27】洪水対応演習
により実施。

・引き
続き実
施

・【H28.5.27】洪水対応演習
により実施済み。

・引き
続き実
施

・【H28.6】出水期前の水害
対応総合防災訓練の実
施。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5.27】洪水対応演習
により実施。同時に下条川
ダムと情報伝達訓練を実
施。

・引き
続き実
施

・【H28.6】関係機関が連携
した総合防災訓練を実施

・引き
続き実
施

・【H28.5.15】（中流域）訓練
を実施。

・引き
続き実
施

・【H28.6】出水期前に市主
催の水防訓練を実施。

・引き
続き実
施

・【H28.10.2】訓練を実施。 ・引き
続き実
施

・【H28.5.27】洪水対応演習
により実施。

・引き
続き実
施

・平成28年8月に新たな土
地改良長期計画における
成果目標として、「大規模
地震等に備えて業務継続
計画（ＢＣＰ）を策定した土
地改良区の数　約100地
区」が掲げられ、平成32年
度までに目標達成に向け
て策定推進を努める。

・引き
続き実
施

⑦広域的な避難計画
等を反映した新たな
洪水ハザードマップ
の策定・周知

D,E
F

H28
年度
から
順次
実施

洪水ハザード
マップの改良・
周知

⑩関係機関が連携し
た訓練の実施

Ｃ，Ｉ
Ｊ

引き
続き
実施

洪水対応演
習、水防訓練
等の実施

D,E

H28
年度
から
順次
実施

計画規模洪水・
想定最大規模
洪水に対する
広域避難計画
の検討・策定・
支援

⑧水位予測の検討及
び精度の向上

B,M

H28
年度
から
検討

水位予測の検
討及び精度の
向上

⑥参加市・町・村によ
る広域避難計画の策
定及び支援

⑨気象情報発信時の
「危険度の色分け」や
「警報級の現象」等の
改善

J
H29
年度

気象情報発進
時の「危険度の
色分け」や「警
報級の現象」等
の改善



信濃川下流大規模水害に関する減災目標を達成するための各機関の取組
　6／8 （様式１－取組一覧）　取組状況確認様式 ※上段：平成28年8月 取組方針策定時の実施内容と時期　　　下段：平成29年3月31日段階の取組状況（進捗）

※「課題の対応（A～Ｚ）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「信濃川下流域の減災に係る取組方針H28.8.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目
事
項

カテゴリ
課題
の
対応

目標
時期

内容 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期

資料１－１

農政局北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市 見附市 田上町燕市 五泉市 弥彦村加茂市長岡市 三条市減災のための取組項目（概ね５年間）

■平時から住民等への周知・教育・訓練に関する取組
・水害リスクの高い箇所に
ついて、自治体・地域住民
と共同点検を実施する。

引き続
き
毎年実
施

・出水期前に自治会や地
域住民と重要水防箇所の
共同点検を実施する。

H28年
度から
実施

・河川管理者と自治会や地
域住民で重要水防箇所等
の共同点検を実施する。

引き続
き
毎年実
施

・河川管理者と自治会や地
域住民が参加して重要水
防箇所等の共同点検を実
施する。

引き続
き
毎年実
施

・水害リスクの高い箇所に
ついて、河川事務所、地域
住民等と共同点検を実施
する。

H27年
度実施
（上須
頃地
区）

・河川管理者等が参加して
重要水防箇所等の共同点
検を実施する。

引き続
き
毎年実
施

・河川管理者と地域住民等
が参加して、リスクの高い
区間の共同点検を実施す
る。

引き続
き
毎年実
施

・河川管理者と自治会や地
域住民が参加して重要水
防箇所等の共同点検を実
施する。

引き続
き
毎年実
施

・河川管理者と自治会や地
域住民が参加した重要水
防箇所等の共同点検を実
施する。

引き続
き
毎年実
施

・河川管理者と自治会や地
域住民が参加して重要水
防箇所等の共同点検を実
施する。

・引き
続き毎
年実施
検討

・河川管理者と自治会や地
域住民が参加して重要水
防箇所等の共同点検を実
施する。

引き続
き実施

・【H28.5.25,26】自治体・地
域住民と共同点検を実施し
た。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5.25,26】信濃川下流
水防連絡会主催で県及び
消防機関及び関係自治会
等の参加で重要水防箇所
の巡視を実施（新潟）。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5.26】河川管理者、
沿川自治会と共同で重要
水防箇所等の点検を行っ
た。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5.25】河川管理者と
自治会や地域住民が参加
して重要水防箇所等の共
同点検を実施。

・引き
続き毎
年実施

・【H27.12】水害リスクの高
い箇所について、河川事務
所、地域住民等と共同点
検を実施。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5.25】河川管理者と
自治体等で重要水防箇所
等の共同点検を実施。

・引き
続き実
施

・【H28.7】河川管理者と自
治体等で重要水防箇所等
の共同点検を実施。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5.25】水害リスクの
高い箇所について、河川事
務所と共同点検を実施。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.6】河川管理者と自
治体で重要水防箇所等の
共同点検を実施した。

・引き
続き毎
年実施

・検討中。 ・引き
続き検
討

・【H28.5.25】河川管理者と
水防団が参加して重要水
防箇所等の共同点検を実
施。

・引き
続き実
施

・市町村の要請により、出
前講座等を積極的に行っ
ていく。
・信濃川下流域情報アーカ
イブの充実化、広報を積極
的に行っていく。

引き続
き実施

・新潟県防災教育プログラ
ム【洪水災害編】を作成済
み。
・市町村の要請により、出
前講座等を積極的に行っ
ていく。

引き続
き実施

・新潟県防災教育プログラ
ムに基づき全小中学校の
各学年で、防災教育（洪水
災害）を実施する
・各校の特徴、地域特性に
応じて新潟県防災教育プ
ログラムの自校化を進め
る。
・防災に関する体験学習を
行う施設や出前講話などを
行ってくれる組織と連携し
た防災学習を促進する。
・学校と家庭や地域が連携
した実践的な防災教育を
実施

H27年
度から
実施

・防災教育コンテンツ（教
材）を小中学校に設置し、
防災教育で活用するととも
に、必要に応じて講師を派
遣
・小中学生の子をもつ世帯
を対象とした親子防災キャ
ンプの実施

H27年
度から
実施

・全小中学校・全学年で防
災教育授業を実施

H25年
度から
実施

・小中学校での水害教育並
びに資料提供を実施してい
る。

引き続
き実施

・小中学校を対象に過去の
水害の状況、対策等につ
いての防災教育を実施して
いる。

毎年実
施

・各校の特徴、地域特性に
応じて新潟県防災教育プ
ログラムの自校化を進め
る。
・防災リーダー養成講座受
講生と小学6年生協働での
防災キャンプの実施

H28年
度から
検討

・小中学校での水害教育を
実施している。

引き続
き実施

・小中学校での水害教育を
実施している。

引き続
き実施

・小中学校での水害教育を
実施している。

引き続
き実施

・出前講座に関するチラシ
を作成し関係機関に配布。
・信濃川下流域情報アーカ
イブのバナーを各関係機
関ＨＰへ掲載するよう呼び
かけ、問い合わせ窓口で
意見等随時受付中。
・小中学生を対象に関屋分
水資料館見学を通して、分
水の役割や水害の歴史に
ついての講習会を実施。

・引き続
き実施

・刈谷田川（名木野小学
校、見附中学校）におい
て、出前講座を実施（長
岡）。
・栖吉川（市立川崎小学
校、附属長岡小学校）にお
いて出前講座を実施（中流
域）（長岡）。

・引き続
き実施

・新潟県防災教育プログラ
ムに基づき全小中学校の
各学年で、防災教育（洪水
災害）を実施している。

・引き続
き実施

・選定したモデル校で防災
教育コンテンツを活用中。
・【H28.9.17-18】防災キャン
プ実施済み。

・引き続
き実施

・全小中学校・全学年で防
災教育授業を実施。

・H28年
度実施
済、引き
続き毎
年実施

・要望を受け次第、資料の
提供を行っている。

・引き続
き実施

・中学校への防災教育、小
学校への防災スクールを
実施。

・H28年
度実施
済、引き
続き毎
年実施

・防災教育プログラムは引
き続き実施。
・【H28.9】防災キャンプ実
施。

・引き続
き毎年
実施

・【Ｈ28.7.19】川東中学校の
依頼により、川東中学校・
小学校の生徒を対象に防
災学習の出前講座を実
施。

・引き続
き実施

・水防関係施設の見学等も
含めて実施している。
・ハザードマップを校内に
掲示。
・パネル展を実施。（横田
切れ、他）

・引き続
き実施

・施設見学等も含めて実施
している。

・引き続
き実施

・教育委員会と連携し、効
果的な対応を検討する。

H28年
度から
実施

・検討中。 ・引き続
き実施

・市町村の要請により、出
前講座等を積極的に行っ
ていく。

・住民に対する防災情報等
に関する啓発・協力
・洪水に関する防災教育プ
ログラム制作
・信濃川下流域情報アーカ
イブ

引き続
き実施

・市町の要請により、出前
講座等を積極的に行って
いく。

引き続
き実施

・出前講座等を活用し、水
防災等に関する説明を実
施する。

新潟県
からの
情報提
供後に
検討

・町内会等の依頼により職
員を派遣し、出前講座を実
施
・年１回出水期前に町内会
長等を対象とした防災対策
説明会を実施

引き続
き実施

・自治会長や民生委員等
向けに、防災に関する説明
会を実施

引き続
き実施

・出前講座等を活用し、水
防災等に関する説明を実
施する。

新潟県
からの
情報提
供後に
検討

・住民に対する防災情報等
に関する啓発・協力
・消防団員に対する避難情
報対応に関する啓発・協力
・洪水に関する防災教育プ
ログラム制作

引き続
き実施

・新潟大学　災害・復興科
学研究所との「防災まちづ
くり」に関する協定
・住民に対する防災情報等
に関する啓発・協力の実施
・洪水に関する防災教育プ
ログラム制作の検討

H28年
度から
検討

・ハザードマップ作成の際
に説明会を実施する。

H29年
度
以降実
施

・住民に対する防災情報等
に関する啓発・協力
・消防団員に対する避難情
報対応に関する啓発・協力
・洪水に関する防災教育プ
ログラム制作

H28年
度から
検討

・住民に対する防災情報等
に関する啓発・協力
・消防団員に対する避難情
報対応に関する啓発・協力
・洪水に関する防災教育プ
ログラム制作

H28年
度から
検討

・【H28.9.10】公募した参加
者（36名）に対し、水防災意
識の高揚を図る出前講座
（「信濃川治水歴史巡り」）
を実施。
・【H28.11.8】自治会（30名）
を対象に蒲原大堰・中之口
水門現場見学会を実施。

・引き
続き実
施

・渋海川（町内会）におい
て、出前講座を実施（中流
域）（長岡）。

・引き
続き実
施

・自主防災組織や消防団な
ど住民向けに、出前講座
や勉強会を実施。（啓発Ｄ
ＶＤや豪雨・台風動画の視
聴、職員による講演など）

・H28年
度実施
済、引
き続き
実施

・町内会等の依頼に応じて
出前講座を実施中。
・【H28.5.26】防災対策説明
会実施済み。

・引き
続き実
施

・自治会長や民生委員等
向けに、防災に関する説明
会を実施。

・H28年
度実施
済、引
き続き
毎年実
施

・検討中。 ・引き
続き実
施

・【H28.4】住民・消防団に対
する出前講座を実施。

・H28年
度実施
済、引
き続き
実施

・出前講座を各所で実施。 ・H28年
度実施
済、引
き続き
毎年実
施

・検討中。 ・引き
続き検
討

・自主防災組織や消防団な
ど住民向けに、パネル展を
実施。（横田切れ、他）

・引き
続き実
施

・各自主防災組織による防
災訓練開催時に啓発を
行った。

・引き
続き実
施

・関係機関と連携し、効果
的な対応を検討する。

・住民に対する防災気象情
報の普及・啓発活動

H28年
度から
実施

・機会あるごとに水防災に
関する防災気象情報を説
明。

・引き
続き実
施

・市町村が作成するまるご
とまちごとハザードマップへ
の情報提供

順次実
施

・ハザードマップの基礎資
料となる浸水想定区域図
の
作成と公表

引き続
き実施

・ハザードマップの見直し
の際に検討する。

H29年
度以降
実施

・ハザードマップの見直し
の際に検討する。

H29年
度以降
実施

・避難所の見直し等に伴う
変更を実施

引き続
き実施

・ハザードマップの作成の
際に検討する。

H29年
度以降
実施

・ハザードマップの見直しに
併せて検討を行う。

H29年
度から
検討

・ハザードマップの見直し
の際に検討する。

H29年
度以降
実施

・ハザードマップの見直し
の際に検討する。

H29年
度以降
実施

・まるごとまちごとハザード
マップの整備を検討する。

H28年
度から
実施

・ハザードマップの見直し
の際に検討する。

H29年
度以降
実施

・市町村が作成するまるご
とまちごとハザードマップ作
成への情報提供を実施。

・引き
続き実
施

・中ノ口川、加茂川、下条
川、小阿賀野川、能代川、
猿橋川、刈谷田川、五十嵐
川の８河川について、浸水
想定区域図作成中。

・引き
続き検
討

・ハザードマップの見直し
の際に検討する。

・H29年
度以降
実施

・ハザードマップの見直し
の際に検討予定。

・H29年
度以降
実施

・避難所の見直し等に伴う
変更を実施。

・引き
続き実
施

－ ・H29年
度以降
実施

－ ・H29年
度から
検討

－ ・H29年
度以降
実施

・検討中。 ・引き
続き検
討

・（中流域）設置済み。 ・H28年
度完了

・ハザードマップの見直し
の際に検討。

・H29年
度以降
実施

・「水防災意識社会」の再
構築に役立つ広報や資料
を作成・配布

H28年
度から
実施

・洪水時の情報収集や避
難の判断基準等を一般住
民に理解してもらえる家庭
向けのチラシを作成し、
ホームページで公表
・チラシを市町村や県地域
整備部へ配布

引き続
き実施

・「水防災意識社会」の再
構築に役立つ広報や資料
を作成・配布

H28年
度から
実施

・「水防災意識社会」の再
構築に役立つ広報や資料
を作成・配布

新潟県
からの
情報提
供後に
検討

・「水防災意識社会」の再
構築に役立つ広報や資料
を作成・配布

H29年
度以降
検討

・三条市豪雨災害対応ガイ
ドブックを活用し、住民の水
害や避難に対する意識を
高めていく

引き続
き実施

・洪水の基礎知識や情報
収集の方法などを市広報
誌に特集を組んで配布す
る。

引き続
き実施

・「水防災意識社会」の再
構築に役立つ広報や資料
を作成・配付

H28か
ら実施

・「水防災意識社会」の再
構築に役立つ広報や資料
を作成・配付

H29年
度から
検討

・「水防災意識社会」の再
構築に役立つ広報や資料
を作成・配付

H29年
度から
検討

・「水防災意識社会」の再
構築に役立つ広報や資料
を作成・配付

H29年
度から
検討

・「水防災意識社会」の再
構築に役立つ広報や資料
を作成・配付

H29年
度から
検討

・浸水想定区域図や信濃
川下流域情報共有プラット
ホーム等の情報を盛り込ん
だ水防災パンフレットの作
成を検討中。

・引き
続き実
施

・クリアファイル「洪水から
命を守る」の配布。
・水防月間ポスターの掲
示。

・引き
続き実
施

・水防災に関する防災気象
情報の資料を作成し、出前
講座等で使用。

・引き
続き実
施

・【H28.9～】河川管理者が
作成した水防災に関する
パンフレットを区役所の窓
口に設置、自治会へ配布し
ている。

・引き
続き実
施

・新潟県からの情報提供後
に実施予定。

・H29年
度以降
検討

・三条市豪雨災害対応ガイ
ドブックを活用し、住民の水
害や避難に対する意識を
高めていく。

・引き
続き実
施

・記事の内容を精査中。 ・引き
続き実
施

・市主催イベントにて広報
用チラシを配布。

・引き
続き実
施

－ ・H29年
度から
検討

・検討中。 ・引き
続き検
討

・【Ｈ28.10.2】防災訓練の際
にハザードマップ簡易版の
全戸配布を実施。
・広報誌等を利用しての周
知実施を検討。

・一部
実施、
H29年
度から
検討

・ホームページ、広報誌等
を通じて広報を実施。

・H29年
度から
検討

引き
続き
実施

説明会・見学会
の実施

関係機関との
連携・効果的な
対応の検討

②小中学校等におけ
る水災害教育を実施

A
引き
続き
実施

出前講座（水害
教育）の実施

教育委員会と
の連携・効果的
な対応の検討

③出前講座等を活用
し、水防災等に関す
る説明会を開催

A

④まるごとまちごとハ
ザードマップを整備

D,F
I

順次
実施

洪水ハザード
マップの検討・
整備支援

⑤効果的な「水防災
意識社会」の再構築
に役立つ広報や資料
を作成・配布

H
順次
実施

「水防災意識社
会」の再構築に
役立つ広報や
資料を作成・配
布

①自治会や地域住民
が参加した水害リス
クの高い箇所の共同
点検の実施

A
引き
続き
実施

重要水防箇所
の共同点検



信濃川下流大規模水害に関する減災目標を達成するための各機関の取組
　7／8 （様式１－取組一覧）　取組状況確認様式 ※上段：平成28年8月 取組方針策定時の実施内容と時期　　　下段：平成29年3月31日段階の取組状況（進捗）

※「課題の対応（A～Ｚ）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「信濃川下流域の減災に係る取組方針H28.8.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目
事
項

カテゴリ
課題
の
対応

目標
時期

内容 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期

資料１－１

農政局北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市 見附市 田上町燕市 五泉市 弥彦村加茂市長岡市 三条市減災のための取組項目（概ね５年間）

・自主防災組織の育成・活
性化のため、住民への意
識啓発や、市町村・自主防
災組織に向けた先進事例
の提供等の取組を行う。

引き続
き実施

・防災訓練を実施した自主
防災会に対し、活動報償金
を支給
・自主防災会が整備する防
災備品に対し、補助金を支
給

引き続
き実施

H28年
度から
実施

・自主防災組織の結成率
の向上を図る。

引き続
き実施

・自主防災組織を結成して
おらず、消防団が同様の役
割を担っている。
・消防団員数を増やすため
の啓発

引き続
き実施

・自主防災のあり方、役割
の(再)啓発を実施

引き続
き毎年
実施

・自主防災のあり方、役割
の（再）啓発を実施

H28年
度から
順次実
施

・自主防災のあり方、役割
の(再)啓発を実施

H28年
度から
順次実
施

・自主防災のあり方、役割
の(再)啓発を実施

H28年
度から
順次実
施

・地域防災交流会議の開
催
・モデル事業の実施（２市）
・「自主防災活動活性化の
てびき」作成、市町村へ配
布。
・自主防災ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ開催
（3回）

・引き
続き実
施

・訓練を実施した自主防災
会に活動報償金を支給。
・自主防災会が整備した防
災備品に補助金を支給。

・引き
続き実
施

・自主防災組織の結成率
の向上を図る。

・引き
続き実
施

・【H29.2】消防団参加への
呼びかけを実施。

・H28年
度実施
済、引
き続き
実施

・自主防災組織結成支援
や自主防災組織の活動内
容支援のため「燕市防災
リーダー養成講座」を実
施。
・各所で出前講座を実施。

・H28年
度実施
済、引
き続き
毎年実
施

・【Ｈ29.1.14】
自主防災シンポジウムを開
催。
自主防災組織のあり方、役
割について啓発を実施し
た。
（参加者100名）

・引き
続き実
施、検
討

・自主防災組織が訓練等を
行なう際に活動の支援を実
施。
・自主防災組織が整備する
防災備品に補助1/2を支
給。

・H28年
度実施
済、引
き続き
毎年実
施

・【H28.5.26】「田上町自主
防災組織連絡協議会」を通
じて実施。

・引き
続き実
施

・住民の防災意識を高める
ための研修を実施する。

引き続
き実施

・住民の防災意識を高める
ための研修を実施する。
・新たなハザードマップ等
に基づく避難訓練の実施

引き続
き実施

今後検
討

・県や日本消防協会等の
行う研修・意見交換会への
参加。

引き続
き実施

・新たなハザードマップ等
に基づく避難訓練の実施
・災害時の対応等について
の事例紹介・研修の実施

H28年
度から
順次実
施予定

・実際の災害時に機能する
よう実践的な研修・訓練の
実施
・新たなハザードマップ等
に基づく避難訓練の実施

H29年
度から
検討

・実際の災害時に機能する
よう実践的な研修・訓練の
実施
・新たなハザードマップ等
に基づく避難訓練の実施

H28年
度から
順次実
施

・実際の災害時に機能する
よう実践的な研修・訓練の
実施
・新たなハザードマップ等
に基づく避難訓練の実施

H28年
度から
順次実
施

・実際の災害時に機能する
よう実践的な研修・訓練の
実施
・新たなハザードマップ等
に基づく避難訓練の実施

H28年
度から
順次実
施

・自主防災組織や消防団な
ど住民向けに、出前講座
や勉強会を実施。（啓発Ｄ
ＶＤや豪雨・台風動画の視
聴、職員による講演など）

・引き
続き実
施

・住民の防災意識を高める
ための研修を実施する。
・新たなハザードマップ等
に基づく避難訓練の実施

・引き
続き実
施
・今後
検討

・H28年度は参加なし. ・引き
続き実
施

・訓練・研修用の資料を作
成中。

・引き
続き実
施

－ ・H29年
度から
検討

・検討中。 ・引き
続き検
討

・【Ｈ28.10.2】浸水想定区域
内の自主防災組織を対象
に自衛隊車両による避難
訓練を実施。

・引き
続き実
施

・自主防災組織リーダー研
修の実施。

・引き
続き実
施

・自主防災組織の結成率
の向上を図る。

引き続
き実施

・「中越市民防災安全大
学」を開講し、地域の防災
リーダーの育成を図る

H28年
度から
実施

・自主防災組織率が低いた
め、引続き設立の支援を行
う。

H28年
度から
順次実
施

・【H28.4～】江南区で未結
成の自治会へ説明会を実
施し、結成率の向上を図っ
た。

・引き
続き実
施

・H28年度の安全大学で47
名が卒業。

・引き
続き実
施

・引き続き支援を行う。 ・引き
続き実
施

■水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組
・水防連絡会にて連絡体制
の確認を行う。
・水防団等への連絡体制
の再確認（水防連絡会会
務）

引き続
き毎年
実施

・水防団等への連絡体制
の再確認（水防連絡会会
務）

引き続
き毎年
実施

・水防連絡会にて連絡体制
の確認を行う。

引き続
き毎年
実施

・水防連絡会による連絡体
制の確認

引き続
き毎年
実施

・水防団等への連絡体制
の再確認（水防連絡会会
務）

引き続
き毎年
実施

・水防団等への連絡体制
の再確認（水防連絡会会
務）

引き続
き毎年
実施

・水防団等への連絡体制
の再確認（水防連絡会会
務）

引き続
き毎年
実施

・水防連絡会で連絡体制を
確認する。

引き続
き毎年
実施

・水防団等への連絡体制
の再確認（水防連絡会会
務）

引き続
き毎年
実施

・水防団等への連絡体制
の再確認（水防連絡会会
務）

引き続
き毎年
実施

・【H28.4.28】出水期前に行
う水防連絡会にて連絡体
制の再確認を行った。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.4.28】水防連絡会に
て確認（各地域）。
・【H28.6.16】刈谷田川水防
連絡会、中之島地域水防
連絡調整会議に参加（長
岡）。

・引き
続き実
施

・【H28.4.28】水防連絡会に
て確認。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.4.28】水防連絡会に
よる連絡体制の確認を実
施。

・引き
続き毎
年実施

・実施未定。 ・引き
続き実
施

・上記事業について継続・
実施中。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.4.28】水防連絡会に
て確認。

・引き
続き実
施

・【Ｈ28.4.12】水防連絡会に
て確認。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.10.2】水防団等への
連絡体制を確認。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.4.28】水防連絡会に
て確認。

・引き
続き毎
年実施

・県・市・町・村と共同で情
報伝達訓練を実施する。
・関係機関の情報伝達訓
練及び各市における避難
実動訓練の実施

引き続
き毎年
実施

・関係機関の情報伝達訓
練及び各市における避難
実動訓練の実施

引き続
き毎年
実施

・情報伝達訓練への支援 引き続
き毎年
実施

・河川管理者が行う情報伝
達訓練に参加する。

引き続
き毎年
実施

・無線定時交信の実施
・河川管理者が実施する情
報伝達訓練への参加

引き続
き毎年
実施

・関係機関の情報伝達訓
練及び三条市における水
害対応総合防災訓練の実
施

引き続
き実施

・関係機関の情報伝達訓
練の実施

引き続
き毎年
実施

・関係機関の情報伝達訓
練及び各市における避難
実動訓練の実施

引き続
き毎年
実施

・関係機関の情報伝達訓
練及び各市における避難
実動訓練の実施

引き続
き毎年
実施

・河川管理者が行う情報伝
達訓練に参加する。
・水防訓練、防災訓練を通
じて、情報伝達訓練を検討
する。

引き続
き毎年
実施

・関係機関の情報伝達訓
練及び各市における避難
実動訓練の実施

引き続
き毎年
実施

・関係機関の情報伝達訓
練及び各市における避難
実動訓練の実施

引き続
き毎年
実施

・【H28.5.27】毎年出水期前
に沿川自治体も参加した
情報伝達訓練を実施。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5.27】洪水対応演習
を実施。

・引き
続き毎
年実施

［H28.5.27］
・洪水対応演習を実施。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5.27】洪水対応演習
を実施。

・引き
続き毎
年実施

・週一回、無線定時交信を
実施。
・【H28.5.27】河川管理者が
実施する情報伝達訓練へ
参加。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.6】関係機関の情報
伝達訓練及び三条市にお
ける水害対応総合防災訓
練の実施。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5.27】洪水対応演習
と併せて実施。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.6】総合防災訓練に
て関係機関の訓練を実
施。連絡体制を確認。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5.27】情報伝達訓練
実施。

・引き
続き毎
年実施

・【Ｈ28.5.27】情報伝達訓練
に参加。
・【Ｈ28.9.25】防災訓練を通
じて、情報伝達訓練を実
施。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.10.2】関係機関との
情報伝達訓練及び避難実
動訓練を実施。

・引き
続き毎
年実施

・出水期前に職員の対応
確認を実施。

・引き
続き毎
年実施

・重要水防箇所等の合同
巡視を実施する。
・水防団が参加した出水期
前合同巡視の実施（水防
連絡会会務）

引き続
き毎年
実施

・水防団が参加した出水期
前合同巡視の実施（水防
連絡会会務）

引き続
き毎年
実施

・河川管理者と水防関係機
関で重要水防箇所等の合
同巡視を実施する。

引き続
き毎年
実施

・消防団が参加した出水期
前合同巡視の実施（水防
連絡会会務）

引き続
き毎年
実施

・市消防本部等が参加した
出水期前合同巡視の実施
（水防連絡会会務）

引き続
き実施

・消防本部等が参加した出
水期前合同巡視の実施
（水防連絡会会務）

引き続
き毎年
実施

・水防団が参加した出水期
前合同巡視の実施（水防
連絡会会務）

引き続
き毎年
実施

・水防団が参加した出水期
前合同巡視の実施（水防
連絡会会務）

引き続
き毎年
実施

・河川管理者と水防関係機
関で重要水防箇所等の合
同巡視を実施する。

引き続
き毎年
実施

・水防団が参加した出水期
前合同巡視の実施（水防
連絡会会務）

・引き
続き毎
年実施
検討

・水防団が参加した出水期
前合同巡視の実施（水防
連絡会会務）

引き続
き毎年
実施

・【H28.5.25,26】沿川自治
体・地域住民と共同点検を
実施。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5.25,26】信濃川下流
で県及び消防機関及び関
係自治会等の参加で重要
水防箇所の巡視を実施。
・【H28.6.2,3】県管理河川に
おいて、出水期前合同巡
視を実施（長岡）。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5.26】河川管理者、
新潟県と合同で重要水防
箇所、および各機関管理
の水防倉庫の備蓄資材等
の確認を実施。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5.26】消防団が参加
した出水期前合同巡視を
実施。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5】市消防本部等が
参加した出水期前合同巡
視の実施（水防連絡会会
務）。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5.25】消防本部等と
出水期前に合同巡視を実
施。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5月,7月】水防団が
参加した出水期前合同巡
視の実施（水防連絡会会
義）。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5.26】合同巡視実
施。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.6】河川管理者と自
治体で重要水防箇所等の
共同点検を実施した。

・引き
続き毎
年実施

・検討中。 ・引き
続き検
討

・【H28.5.25】水防団が参加
した出水期前合同巡視の
実施（水防連絡会会務）。

・引き
続き毎
年実施

・水防管理団体が行う訓練
へ参加する。
・水防工法講習会の支援
等を行う。
・関係機関が連携した水防
実働訓練の実施

引き続
き毎年
実施

・関係機関が連携した水防
実働訓練の実施

引き続
き毎年
実施

・関係機関等の要請によ
り、訓練への支援

引き続
き実施

・毎年、出水期前に水防訓
練を実施する。
・毎年行っている水防訓練
の内容を見直し、実働水防
訓練を実施する。

引き続
き毎年
実施

・関係機関が連携した水防
実働訓練への参加

引き続
き毎年
実施

・関係機関が連携した水防
実働訓練の実施

引き続
き実施

・関係機関が連携した水防
実働訓練への参加

引き続
き毎年
実施

・関係機関が連携した水防
実働訓練の実施

引き続
き毎年
実施

・関係機関が連携した水防
実働訓練への参加

引き続
き毎年
実施

・毎年、出水期前に水防訓
練を実施する。
・水防訓練、防災訓練の内
容を検討する。

引き続
き毎年
実施

・関係機関が連携した水防
実働訓練への参加

・引き
続き毎
年実施
検討

・関係機関が連携した水防
実働訓練への参加

引き続
き毎年
実施

・【H28.5.29】水防連絡会主
催による水防訓練を開催。
・【H28.10.24】整備局主催
による水防技術講習会に
参加。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5.29】信濃川下流水
防訓練へ参加（新潟、新
津）。
・【H28.5.15】信濃川中流水
防訓練へ参加（長岡）。
・【H28.6.19】見附市防災訓
練に参加（刈谷田川遊水
地警戒情報発信施設の動
作確認実施）（長岡）。

・引き
続き毎
年実施

・関係機関等の要請によ
り、訓練への支援。

・引き
続き実
施

・【H28.5.29】南区赤渋で水
防訓練を実施。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5.15】関係機関が連
携した水防実働訓練へ参
加。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.6】関係機関が連携
した水防実働訓練の実施。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5.29】信濃川下流河
川事務所が行う水防実動
訓練に参加。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.6】防災訓練にて水
防実動訓練を実施。関係
機関と連携し住民への情
報周知訓練を行った。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5.15】中流域におい
て訓練を実施。

・引き
続き実
施

・【Ｈ28.6.5】水防訓練を実
施。
・【Ｈ28.9.25】防災訓練を実
施。

・引き
続き毎
年実施

・検討中。 ・引き
続き検
討

・【H28.5.29】水防訓練への
参加。

・引き
続き毎
年実施

・水防活動の担い手となる
水防団員の募集を促進す
る。

引き続
き毎年
実施

・水防活動の担い手となる
消防団員の募集を促進す
る。

引き続
き毎年
実施

・防災活動協力事業所の
募集を促進する。

引き続
き実施

・水防活動の担い手となる
消防団員の募集を促進す
る。

引き続
き毎年
実施

・水防活動の担い手となる
消防団員の募集を促進す
る。

引き続
き毎年
実施

・水防活動の担い手となる
消防団員の募集を促進す
る。

引き続
き毎年
実施

・広報誌やホームページで
水防協力団体を募るペー
ジを作成し、募集を実施す
る。
・市内参加企業による団員
の優遇措置。

引続き
毎年実
施

引き続
き実施

・水防活動の担い手となる
消防団員の募集を促進す
る。

引き続
き毎年
実施

・水防活動の担い手となる
消防団員の募集を促進す
る。

引き続
き毎年
実施

・水防団員の募集促進の
ため、「学生消防団活動認
証制度」を導入した。

・引き
続き実
施

・水防活動の担い手となる
消防団員の募集を促進

・引き
続き毎
年実施

・防災活動協力事業所の
募集を促進する。

・引き
続き実
施

・【H29.2】消防団参加への
呼びかけを実施。

・引き
続き毎
年実施

広報・ＨＰ、地元消防団を
通じ募集中。

・引き
続き毎
年実施

・引き続き実施。 ・引き
続き実
施

・広報に掲載【5.10号・8.25
号】。

・引き
続き毎
年実施

・水防活動の担い手となる
消防団員の募集を促進す
る。

・引き
続き毎
年実施

・自治会と協力し、新規入
団員の勧誘の実施。

・引き
続き毎
年実施

・水防技術講習会に参加す
る。

引き続
き実施

・水防技術講習会への参
加

引き続
き実施

・水防技術講習会に参加す
る。

引き続
き実施

・水防技術講習会に参加す
る。

H29年
度から
の参加
を検討

・水防技術講習会に参加 引き続
き実施

・水防技術講習会に参加す
る。

引き続
き実施

・水防技術講習会に参加す
る。

引き続
き実施

・水防技術講習会に参加す
る。

引き続
き実施

・水防技術講習会に参加す
る。

引き続
き実施

・水防技術講習会に参加す
る。

引き続
き実施

・水防技術講習会に参加す
る。

引き続
き実施

・【H28.10.24】整備局主催
による水防技術講習会に
参加。

・引き
続き毎
年実施

・整備局主催水防技術講
習会への参加。
・【H28.6.14】職場研修にお
いて、水防技術実施演習を
開催（長岡）。

・引き
続き実
施

・【H28.9～】水防技術講習
会に参加。

・引き
続き実
施

－ ・H29年
度から
の参加
を検
討。

・【H28.11】水防技術講習会
に参加。

・引き
続き毎
年実施

・H28年度は参加者なし。 ・引き
続き実
施

・【H28.11】防災、消防担当
職員が水防技術講習会に
参加済み。

・引き
続き実
施

－ ・引き
続き検
討

・【H28.10】水防技術講習会
に参加。

・引き
続き実
施

・【H28.10.24】水防技術講
習会に参加を予定していた
が、叶わなかった。

・引き
続き実
施

・Ｈ28年度は、都合により
不参加。

・引き
続き実
施

・復旧活動の拠点等配置
計画を検討
・河川防災ステーションの
整備を行う。【新潟市天野
地区】

H28年
度から
検討
引き続
き実施

・復旧活動の拠点等配置
計画を検討

H28年
度
以降検
討

・水防センターの整備を行
う。【新潟市天野地区】

H29年
度以降
実施

・河川防災ステーションの
整備【新潟市天野地区】
（H26～）

・引き
続き実
施

・検討中。 ・引き
続き検
討

・水防センターの整備を行
う。【新潟市天野地区】

・H29年
度以降
実施

L,M
N

引き
続き
実施

重要水防箇所
の合同巡視

③毎年、関係機関が
連携した水防実働訓
練等を実施

P,Q

引き
続き
毎年
実施

出水期前の水
防訓練の実施・
参加・支援

N

②自治体関係機関や
水防団が参加した洪
水に対するリスクの
高い箇所の合同巡視
の実施

出水時連絡体
制の確認

情報伝達訓練
の実施・参加・
支援

引き
続き
毎年
実施

引き
続き
実施

水防団員の募
集促進

⑤国・県・自治体職員
等を対象に、水防技
術講習会を実施

P
引き
続き
実施

水防技術講習
会への参加

④水防活動の担い手
となる水防協力団体
の募集・指定を促進

O,Q

①水防団等への連絡
体制の確認と首長も
参加した実践的な情
報伝達訓練の実施

⑥大規模災害時の復
旧活動の拠点等配置
計画の検討を実施

R

H28
年度
から
検討

復旧活動の拠
点等配置計画
の検討

自主防災のあ
り方役割の(再)
啓発

実践的な研修・
訓練の実施

自主防災組織
の設立支援・防
災士の養成

⑥住民の防災意識を
高め、地域の防災力
の向上を図るための
自主防災組織の充実

K
順次
実施



信濃川下流大規模水害に関する減災目標を達成するための各機関の取組
　8／8 （様式１－取組一覧）　取組状況確認様式 ※上段：平成28年8月 取組方針策定時の実施内容と時期　　　下段：平成29年3月31日段階の取組状況（進捗）

※「課題の対応（A～Ｚ）」は減災対策についての現状の課題であり、各取組がどの課題(詳細は「信濃川下流域の減災に係る取組方針H28.8.4」参照)に対応したものかを指す。

項
目
事
項

カテゴリ
課題
の
対応

目標
時期

内容 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期 実施内容 時期

資料１－１

農政局北陸地整 新潟県 新潟地方気象台 新潟市 見附市 田上町燕市 五泉市 弥彦村加茂市長岡市 三条市減災のための取組項目（概ね５年間）

■流域対策に関する取組
・新たな治水対策の検討を
実施

引き続
き実施

・新たな治水対策の検討を
実施

・引き
続き実
施

・外水氾濫の被害軽減に
向けた対策の検討

Ｈ28年
度から
検討

・外水氾濫の被害軽減に
向けた対策の検討

Ｈ28年
度から
検討

・外水氾濫の被害軽減に
向けた対策の検討

Ｈ28年
度から
検討

・想定を超えた外水氾濫に
対する被害の軽減につい
て今後検討が必要

Ｈ28年
度から
検討

・外水氾濫の被害軽減に
向けた対策の検討

H29年
度から
検討

・雨水貯留施設等の整備を
実施

引き続
き実施

・外水氾濫の被害軽減に
向けた対策の検討

Ｈ28年
度から
検討

・外水氾濫の被害軽減に
向けた対策の検討

Ｈ28年
度から
検討

・外水氾濫の被害軽減に
向けた対策の検討

Ｈ28年
度から
検討

・外水氾濫の被害軽減に
向けた対策の検討

Ｈ28年
度から
検討

・外水氾濫の被害軽減に
向けた対策の検討

Ｈ28年
度から
検討

・外水氾濫の被害軽減に
向けた対策の検討

Ｈ28年
度から
検討

・外水氾濫の被害軽減に
向けた対策の検討を実施

・引き
続き実
施

・検討中。 ・引き
続き検
討

・検討中。 ・引き
続き検
討

・検討中。【H29.3現在】 ・引き
続き実
施

・市が管理する河川・水路
の整備を実施。

・引き
続き実
施

・雨水貯留施設等の整備を
実施。

・引き
続き実
施

・引き続き検討。 ・引き
続き検
討

・避難方法、避難区域等に
ついて検討中。

・引き
続き実
施

－ ・Ｈ29
年度か
ら実施

・検討中。 ・引き
続き検
討

・検討中。 ・引き
続き検
討

・検討中。 ・引き
続き検
討

■要配慮者利用施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関する取組
・要配慮者利用施設による
避難確保計画等の作成を
行おうとする際の技術的な
助言を行う。

引き続
き実施

・要配慮者利用施設による
避難確保計画等の作成を
行おうとする際の技術的な
助言を行う。

引き続
き実施

・要配慮者利用施設につい
て、説明会の実施やお知ら
せの送付などにより避難計
画策定の推進を行う。

H28年
度から
実施

・要配慮者利用施設におけ
る避難計画策定の推進を
行う（一部施設策定済み）

引き続
き実施

・要配慮者利用施設に対し
必要な情報提供を行い、避
難計画策定を促す。

新潟県
からの
情報提
供後か
ら実施

・要配慮者施設における避
難計画策定の推進を行う。

H28年
度から
実施

・要配慮者施設における避
難計画策定の推進を行う。

H28年
度から
実施

・要配慮者施設における避
難計画策定の推進を行う。

H28年
度から
実施

・要配慮者施設における避
難計画策定の推進を行う。

H28年
度から
実施

・要配慮者施設における避
難計画策定の推進を行う。

H28年
度から
実施

・要配慮者施設における避
難計画策定の推進を行う。

H28年
度から
実施

・要配慮者利用施設による
避難確保計画等の作成に
向けた施設管理者を対象
とした説明会を実施

・引き
続き実
施

・要配慮者利用施設向け
啓発チラシを作成済み。
・要配慮者利用施設管理
者へ説明会を実施（新潟市
内実施済み、他地域は
H29.3実施）。

・H28実
施済、
引き続
き実施

・【H28.11.30】要配慮者利
用施設について、施設管
理者向けの説明会を実施
し、避難計画策定の推進を
行った。

・H28実
施済、
引き続
き実施

・要配慮者利用施設につい
て、避難計画の策定依頼
及び緊急時の連絡体制を
構築中。

・引き
続き実
施

・要配慮者利用施設に対し
必要な情報提供を行い、避
難計画策定を促す。

・新潟
県から
の情報
提供後
から実
施

・どのような形で推進を図
るか検討中。

・引き
続き検
討

・施設の計画策定状況を集
約。

・引き
続き実
施

－ ・Ｈ29
年度か
ら実施

・検討中。 ・引き
続き検
討

・H28年度、要配慮者利用
施設と、避難計画策定につ
いての打合せ等を実施。

・引き
続き実
施

・検討中。 ・引き
続き検
討

・大規模工場等への浸水リ
スクの説明や水害対策等
を行う際の技術的な助言を
行う。

引き続
き実施

・大規模工場等への浸水リ
スクの説明や水害対策等
を行う際の技術的な助言を
行う。

引き続
き実施

・大規模工場へ浸水リスク
の説明や水害対策等の啓
発活動を行う。

H28年
度から
実施

・自治体、施設管理者等か
らの要請に基づき、技術的
な助言等を実施。

・引き
続き実
施

・中ノ口川、加茂川、下条
川、小阿賀野川、能代川、
猿橋川、刈谷田川、五十嵐
川の８河川について、浸水
想定区域図作成中。

・引き
続き検
討

・検討中。【H29.3現在】 ・引き
続き実
施

２．ソフト対策の主な取組　③一刻も早く社会・経済活動等を回復させるための排水活動や協働の取組

■排水計画（案）の作成及び排水訓練の実施
・排水機場、樋門、排水路
等の情報を踏まえ排水ポ
ンプ車の適切な配置計画
等を検討する。

H28年
度から
検討

・排水ポンプ車に関する以
下の情報の確認及び情報
共有
①排水ポンプ車想定箇所
リスト
②浸水常習箇所リスト
③排水ポンプ車想定箇所
カルテ
④排水ポンプ車想定箇所
図

引き続
き毎年
実施

・排水施設等の情報を確
認・共有し、排水ポンプの
設置箇所の選定する。

H29年
度から
検討

・排水施設等の情報を確
認・共有し、排水ポンプの
設置箇所 のを選定する。

H29年
度から
検討

・関係機関と協力して検討
を実施

今後検
討

・排水施設等の情報を確
認・共有し、排水ポンプの
設置箇所の選定する。

H29年
度から
検討

・排水施設等の情報を確
認・共有し、排水ポンプの
設置箇所の選定する。

H29年
度から
検討

・排水施設等の情報を確
認・共有し、排水ポンプの
設置箇所の選定する。

H29年
度から
検討

・排水施設等の情報を確
認・共有し、排水ポンプの
設置箇所の選定する。

H28年
度から
検討

・排水ポンプの設置箇所の
選定 する検討

・H29年
年度か
ら検討

・排水施設等の情報を確
認・共有し、排水ポンプの
設置箇所の選定する。

H29年
度から
検討

・排水負担のあり方も含め
て、信濃川下流排水計画
（案）の策定に際し、関係機
関と協力して検討を実施

H28年
度から
検討

・氾濫ブロック毎の排水機
場、樋門、排水路等の情報
を踏まえ排水ポンプ車の適
切な配置計画等の検討を
実施

・引き
続き実
施

・上記情報を確認し、国と
共有。

・引き
続き毎
年実施

・検討中。【H29.3現在】 ・引き
続き実
施

・所管する樋門等の操作要
領や操作方法等について
の現状把握を実施。

・H29年
度以降
の実施
を検討

・関係機関と協力して検討
を実施。

・今後
検討

・引き続き検討。 ・引き
続き検
討

・上記事業について検討準
備中。

・H29年
度から
検討

・調査検討中。 ・引き
続き調
査検討

・検討中。 ・引き
続き検
討

・下流域についての必要性
の有無について調査検討
予定。

・H29年
年度か
ら検討

－ ・H29年
度から
検討

－ ・H29年
度以降
から検
討

・毎年、出水期前に県・市・
町・村と連携して連絡体制
の整備を行い、情報共有を
図る。
・排水ポンプ車出動要請の
連絡体制の整備
・排水ポンプ車配備訓練の
実施

引き続
き毎年
実施

・排水ポンプ車出動要請の
連絡体制の整備

引き続
き毎年
実施

・排水ポンプ車出動要請の
連絡体制の確認を行う。

引き続
き毎年
実施

・排水ポンプ車出動要請の
連絡体制の整備
・排水ポンプ車配備訓練の
実施

引き続
き実施

・排水ポンプ車出動要請の
連絡体制の整備
・排水ポンプ車配備訓練の
実施

引き続
き実施

・排水ポンプ車出動要請の
連絡体制の整備
・排水ポンプ車配備訓練の
実施

引き続
き実施

・排水ポンプ車出動要請の
連絡体制の整備
・排水ポンプ車配備訓練の
実施

引き続
き毎年
実施

・排水ポンプ車出動要請の
連絡体制の整備
・排水ポンプ車配備訓練の
実施

H29年
度以降
検討

・河川管理者と連携を図
り、連絡体制の整備を行い
毎年確認する。

引き続
き毎年
実施

・排水ポンプ車出動要請の
連絡体制の整備
・排水ポンプ車配備訓練の
実施

・引き
続き毎
年実施
検討

・排水ポンプ車出動要請の
連絡体制の整備
・排水ポンプ車配備訓練の
実施

引き続
き毎年
実施

・情報連絡体制を整備する
とともに、排水ポンプ車等
の設営訓練を出水期には
月１回、非出水期には２ヶ
月に１回実施。

・引き
続き毎
年実施

・連絡体制を確認し、国と
共有。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5.27】洪水対応演習
にて排水ポンプ車出動要
請の連絡体制の確認を
行った。

・引き
続き毎
年実施

・排水ポンプ車出動要請の
連絡体制の整備を実施。
・【H28.6.19】排水ポンプ車
配備訓練を実施。

・引き
続き実
施

・排水ポンプ車出動要請の
連絡体制の整備。
・【H28.6】排水ポンプ車配
備訓練の実施。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5.27】洪水対応演習
と併せて実施。

・引き
続き実
施

・排水ポンプ車出動要請の
連絡体制の確認をH28に
実施した。なお、配備訓練
はH29に実施予定。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5.27】洪水対応演習
にて排水ポンプ車出動要
請の連絡体制の確認を
行った。

・引き
続き調
査検討

・【Ｈ28.10.28】河川管理者
が行う災害対策者訓練に
参加。

・引き
続き毎
年実施

・検討中。 ・引き
続き検
討

・検討中。 ・引き
続き検
討

・実践的な操作訓練や排水
計画に基づく排水訓練の
検討及び実施を行う。
・水防管理団体が行う水防
訓練等へ参加する。
・関係機関が連携した排水
実働訓練を実施する。

H28年
度から
実施

・排水ポンプ車の実働訓練
の実施

引き続
き毎年
実施

・水防訓練と合同で実施す
る。
・河川管理者が行う定期的
な操作訓練への参加を検
討する。

H29年
度から
実施

・関係機関が連携した排水
実働訓練の実施

引き続
き実施

・信濃川下流河川事務所
や水防活動協力事業所等
と連携した排水実働訓練
の実施

引き続
き実施

・関係機関が連携した排水
実働訓練の実施

H29年
度から
検討

・関係機関が連携した排水
実働訓練の実施

引き続
き実施

・関係機関が連携した排水
実働訓練の実施

H29年
度以降
検討

・水防訓練と合同で実施を
検討する。
・河川管理者が行う定期的
な操作訓練に参加する。

H29年
度
から実
施

・水防訓練と合同で検討す
る。
・河川管理者が行う定期的
な操作訓練への参加を検
討する。

H29年
度から
検討

・水防訓練と合同で検討す
る。
・河川管理者が行う定期的
な操作訓練への参加を検
討する。

H29年
度から
検討

・排水ポンプ車の訓練を実
施（9回実施）。
・市町村の水防訓練への
排水ポンプ車の参加。

・引き
続き毎
年実施

・貝喰川及び中之島川で排
水ポンプ車実働訓練を実
施（三条、長岡）。
・新潟市北区新崎での災害
対策車両の訓練へ参加。
（新潟）。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.5.29】南区赤渋での
水防訓練にて、河川管理
者と合同で災害対策車両
の訓練を実施。

・引き
続き毎
年実施

・【H28.6.19】関係機関が連
携した排水実働訓練を実
施。

・引き
続き実
施

・【H28.6】信濃川下流河川
事務所や水防活動協力事
業所等と連携した排水実
働訓練の実施。

・引き
続き毎
年実施

－ ・H29年
度から
検討

・【H28.6】関係機関の連携
した総合防災訓練を実施

・引き
続き実
施

・調査検討中。 ・引き
続き調
査検討

・【Ｈ28.10.28】河川管理者
が行う災害対策者訓練に
参加。

・引き
続き毎
年実施

－ ・H29年
度から
検討

－ ・H29年
度から
検討

・運転調整基準及び方法
の検討

H29年
度から
検討

・中ノ口川における内水排
水ポンプの運転調整の見
直しを検討

H28年
度以降
検討

運転調整基準及び方法の
検討

国・県
など関
係機関
からの
情報提
供を踏

・運転調整基準及び方法
の検討

今後検
討

・運転調整基準及び方法
の検討

H29年
度から
検討

・運転調整基準及び方法
の検討

H29年
度から
検討

・排水機場の運用方法（操
作規則）の変更について、
関係機関と協議を実施

引き続
き実施

・H28年度は、排水調整を
実施した場合の内水域で
の被害予測を各排水機場
毎に整理。

・引き
続き検
討

・検討中。 ・引き
続き検
討

・運転調整基準及び方法
の検討。

・国・県
など関
係機関
からの
情報提
供を踏
まえ検
討

・運転調整基準及び方法
の検討。

・今後
検討

・方法は確立済み。課題が
出てき次第、改善する。

・H29年
度から
検討

－ ・H29年
度から
検討

・調整中。 ・引き
続き実
施

■救援・救助活動の効率化に関する取組
・広域支援拠点等の検討
支援

H28年
度から
検討

・広域支援拠点等の検討
支援

H28年
度から
検討

・新たな浸水想定区域に対
応した人員や物資の輸送・
供給計画の見直しを検討

新潟県
からの
情報提
供後に
検討

・広域支援拠点等の配置
等を検討

新潟県
の動向
を踏ま
えて検
討

・新たな浸水想定区域に対
応した拠点等配置の見直
しを検討

新潟県
からの
情報提
供後に
検討

・広域支援拠点等の配置
等を検討

H29年
度
から検
討

・広域支援拠点等の配置
等を検討

H29年
度
から検
討

・広域支援拠点等の配置
等を検討

H29年
度
から検
討

・広域支援拠点等の配置
等を検討

H28年
度
から検
討

・広域支援拠点等の配置
等を検討

H29年
度
から検
討

・広域支援拠点等の配置
等を検討

H29年
度から
検討

・堤防天端に対空標示(へ
りサイン)を設置。
・防災拠点として天野防災
ステーションの整備を実施
中。

・H28年
度実施
済、引
き続き
実施

・検討中。 ・引き
続き検
討

・来年度に予定されている
新潟県からの情報提供後
にハザードマップの改良に
向けた検討を実施するた
め、来年度予算の要求をし
ている。

・新潟
県から
の情報
提供後
から実
施

・新潟県の情報提供後に
検討予定。

・新潟
県の動
向を踏
まえて
検討

・新たな浸水想定区域に対
応した拠点等配置の見直
しを検討。

・新潟
県から
の情報
提供後
に検討

－ ・H29年
度から
検討

・今後公表される刈谷田川
の浸水想定区域と併せ検
討の準備中。

・H29年
度から
検討

－ ・H29年
度から
検討

・検討中。 ・引き
続き検
討

・新たな浸水想定区域に対
応した拠点等配置の見直
しを検討。

・H29年
度から
検討

－ ・H29年
度から
検討

②流域における氾濫
被害軽減に向けた対
策の検討を実施

Ｄ，Ｅ

H28
年度
から
検討

外水氾濫の被
害軽減に向け
た対策の検討

①平成16年7月、同
23年7月を上回る豪
雨に襲われても壊滅
的な被害を招くことの
ないよう、新たな治水
対策の検討を実施

Ｄ，Ｅ
引き
続き
実施

平成16年7月、
同23年7月を上
回る豪雨に襲
われても壊滅
的な被害を招く
ことのないよ
う、新たな治水
対策の検討

②大規模工場等への
浸水リスクの説明と
水害対策等の啓発活
動

I
引き
続き
実施

浸水リスクの説
明・水害対策等
の啓発活動

①要配慮者利用施設
及び避難確保計画の
作成に向けた支援を
実施

K
順次
実施

避難計画策定
の推進

要配慮者利用
施設における
避難訓練の支
援

①大規模災害時の救
援・救助活動等支援
のための拠点等配置
計画の検討を実施

E,T

H28
年度
から
検討

広域支援拠点
等の検討・支援

T,U

H28
年度
から
検討

排水計画の検
討

②排水ポンプ車の出
動要請の連絡体制等
を整備

U
引き
続き
実施

出水時連絡体
制の確認・整備

①大規模水害を想定
した信濃川下流排水
計画（案）の検討を実
施

④内水排水ポンプの
運転調整の検討

T,U
V

H28
年度
から
検討

内水排水ポン
プの運転調整
基準及び方法
の検討

③関係機関が連携し
た排水実働訓練の実
施

W
順次
実施

排水実働訓練・
水防管理団体
が行う水防訓
練への参加



【信濃川下流域】各機関におけるハード対策実施状況 1/2 （ H28.8.1 時点 ）

～7月 8月～

※以降も継続

※H29.3完（予定）

県
※以降も継続

他地区と調整必要

※H24完

※以降も継続

※以降も継続

※以降も継続

※以降も継続

※以降も継続

国 (※完)

県
※以降も継続

県
※以降も継続

新潟市
※以降も継続

見附市
※H29.3完（予定）

新潟県
※以降も継続

流出抑制の取組として支援を行っている。

新潟市
※以降も継続

三条市 ※H27.3完

加茂市 　※H22完（白根郷土改区域）

見附市
   ※H26.3完

  ※改良（見附市モデル）H27.3完

田上町
※以降も継続

新潟市
※以降も継続

三条市
※H29.3完（予定）

燕市
※H29.3完（予定）

田上町
※以降も継続

ハード対策 ハード対策の実施状況

項目 対策項目 主な内容 機関 H26年度まで H27年度
H28年度

備考

河道掘削

信濃川本川（H23.7出水時のHWL超過区間対応）

国整備計画目標流量の流下能力確保

関屋分水路

「
再
構
築
ビ
ジ
ョ
ン
取
組

（
様
式
１

取
組
一
覧

）
」
参
照

災害復旧
災害復旧

五十嵐川改良復旧

調整池等の整備

下条川の河道拡幅（H23洪水規模での浸水被害解消）
県

１
ハ
ー
ド
対
策
の
主
な
取
組

中ノ口川

築　堤

大川津地区

西野地区

中ノ口川（H23水害対応：漏水対策、計画堤防高の確保）

加茂川・下条川
（H23水害対応：計画堤防高の確保）

河川整備

流出抑制対策

五十嵐川改良復旧（遊水地・ダム嵩上げ）

地下貯留施設（雨水貯留管）による浸水対策

既存消雪井戸を活用した浸水軽減策

内水対策

田んぼダムの活用

中ノ口川、加茂川、下条川（河川整備計画対応）

国

県

事項

■
流
出
抑
制

対
策

■
内
水
対
策

№

1

2

3

4

5

■
洪
水
を
河
川
内
で
安
全
に
流
す
対
策

【信濃川下流域】各機関におけるハード対策実施状況 2/2 （ H28.8.1 時点 ）

～7月 8月～

国
※以降も継続

県
三条市 ※以降も継続

県  ※H28.3完

県
※以降も継続

新潟市
※H30年度完（予定）

新通川・島田川沿線排水区域内水対策事業
※H31完（予定）

直江町三丁目地内排水区域内水対策事業 ※H28.3完

吉津川流域内水対策事業 ※H27.3完

興野一丁目地内排水区域内水対策事業 ※H27.3完

須頃郷地区排水対策事業 ※H21完

須頃郷地区内水対策事業
※H29.3完（予定）

塚野目大排水路改良事業（橋梁等） ※H28.1完

間野川排水路改良事業 ※H27.3完

裏館第1雨水幹線排水区域内水対策事業（公共下水含む）
※H30.3完（予定）

東三条第1雨水幹線排水区域内水対策事業 ※H21.3完

輪之内ポンプ場排水区域内水対策事業 　　　※H27.5完

新通川沿線ポンプ場改良事業 ※H21完

東光寺ポンプ場整備事業 ※H19完

西大崎地内排水ポンプ整備事業 　　　 ※ H27.6完

※H24完

 ※H27.完

※H20完

見附市 ※H22完

燕市
※H29.3完（予定）

　※水防対応箇所改善H24.8完

※水防資材の配置

※水防資材の配置H26.10覚書締結

三条市  　　　　※ H28.7完

※事業の実施スケジュールについては、現時点における社会経済状況等を前提としているため、今後の社会経済状況の変化や新たな知見等に基づいて見直しを行う場合があります。

小須戸橋右岸対応（水防資材の配置）
国

瑞雲橋左岸対応（三条防災ｽﾃｰｼｮﾝ内の水防資材配置）

防災施設を備えた公園の整備

※①H18完
※②H24完

１
ハ
ー

ド
対
策
の
主
な
取
組

雨水排水ポンプ場の整備（白根水道町、山田）

排
水
系
統
整
備 三条市

ポ
ン
プ
場
整
備

雨水排水ポンプ場のポンプ増設整備（下条川左岸区域）

加茂市普通河川赤谷川の整備

西加茂第一排水区 ①新栄町雨水幹線 ・ ②高須町雨水幹線 の整備

5

6

■
内
水
対
策

■
基
盤
等
の

整
備

見附市合流式下水道緊急改善事業（雨水貯留管・緊急排水ポンプ）

須頃郷１号排水路整備事業

その他

備考

内水対策

排水ポンプ車更新・増強

布施谷川・新川排水路下流部の内水対策（ハード･ソフト）

貝喰川下流部の内水対策（排水機場ポンプ増強）

新通川・島田川の河道拡幅

H28年度

「
再
構
築
ビ
ジ
ョ
ン
取
組

（
様
式
１

取
組
一
覧

）
」
参
照

ハード対策 ハード対策の実施状況

項目 対策項目 主な内容 機関 H26年度まで H27年度№事項

資料－１－２
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【信濃川下流域】各機関におけるソフト対策実施状況 1/5 （ H28.8.1 時点 ）

～7月 8月～

国   　    H28.6まで

※以降も継続

改良復旧事業河川における浸水想定区域図の作成 ※H2４～

新潟市域における地盤高図の周知 新潟市 ※H23～

新潟市 ※H18.4に全戸配布

長岡市 ※H20.4に全戸配布
H29年度から新たな浸水想定区域に対応
したハザードマップの策定を行う。

三条市

見附市 ※Ｈ18.2に全戸配布

燕市 ※H20.3作成（4月全戸配布）

五泉市 ※H19.4に全戸配布
ハザードパップの見直しを行い、全戸配布
する。

弥彦村 ※H20.3に全戸配布

田上町 ※H21.4に全戸配布

加茂市
※H28～

弥彦村
※H28予定

三条市 ※H23.4に全戸配布

見附市 ※H23.8に全戸配布

新潟市

三条市 　       ※H25.3完

見附市 ※H18,H19

燕市

弥彦村 ※Ｈ２８予定　

新潟市
避難所の災害別区
分化※H27.3完

災害別表示板の
設置

燕市
避難所看板に災害種別を表示　※H28～H30

避難勧告等発表マニュアルの作成 新潟市
※H26ガイドライン見直しを踏まえた改訂（H26）、水害・高潮について運用開始（H27～）

災害対策本部設置・運営マニュアル（風水害対策編）見直し 長岡市 ※毎年見直し

公助・自助・共助の各主体を対象とした水害対応マニュアルの作成 三条市      ※毎年、防災訓練での検証を通じて修正

避難勧告等の判断・伝達マニュアル 田上町 ※H25.3～

■
情
報
伝
達

、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

災害対応マニュアル
の整備

※H26ガイドライン見直しを踏まえた改訂(H27)

「
再
構
築
ビ
ジ
ョ
ン
取
組

（
様
式
１

取
組
一
覧

）
」
参
照

　　　　※全戸配付（H17.11五十嵐川、刈谷田川、信濃川）、浸水想定
           区域の範囲に係る自治会に配付（H20.2大平川）、（H22.3
           布施谷川、鹿熊川、日瑞川）

２
ソ
フ
ト
対
策
の
主
な
取
組

まるごとまちごとハザードマップ

避難計画の改善 避難所の災害別区分化、災害別表示板の設置

洪水ハザードマップの作成【作成の手引き改定（H25年3月）前】

洪水ハザードマップの作成【作成の手引き改定（H25年3月）後】

豪雨災害対応ガイドブック作成・配布
（逃げどきマップ等収録）

1

2

3

■
平
時
か
ら
住
民
等
に

関
す
る
取
組

■
情
報
伝
達

、
避
難
計
画
等

に
関
す
る
事
項

備考

洪水ハザードマップ等
の整備

想定最大規模の洪水浸水想定区域図の作成

県

ソフト対策 ソフト対策の実施状況

項目 対策項目 主な内容 機関 H26年度まで H27年度
H28年度

№事項

【信濃川下流域】各機関におけるソフト対策実施状況 2/5 （ H28.8.1 時点 ）

～7月 8月～
わかりやすい量水標の設置 国 ※H24.7完了

新潟市 システム再構築

長岡市  ※H19～

三条市  ※H17～

燕市  ※H22.4～

見附市  ※H17～

田上町  ※H20.10～

弥彦村 ※H26.10～

五泉市 ※Ｈ27.1～

新潟市      ※H25.8.31～ ※H25.8.31～

長岡市  ※H25.4～

三条市  ※H23.11～

見附市  ※H23.4 ～

燕市 ※H26.7～

五泉市 ※H26.10～

Facebookの活用による情報発信 長岡市  ※H28.3～

Yahoo Japanとの災害に係る情報発信等に関する協定の締結 新潟市       ※H25.10.22～

新潟市 　※H23.9～（docomo）/H24.2～（au、softbank）　※H27.7～区別配信 システム改修

長岡市 　※H23.7開始（docomo）/H24.3開始（au、softbank）

三条市 　※H23.7～（docomo）/H24.2～（au、softbank）

加茂市 　※H21.4～（docomo）/H24.1～（softbank）/H24.2～（au

見附市 　※H23.9～（docomo）/H24.1～（au、softbank）

燕市 　※H23.10～（docomo）/H24.1～（au）/H24.3～（softbank

五泉市 　※H24.4～

弥彦村 　※H24.8～（docomo、au、softbank）

田上町 　※H23.9～（docomo）/H24.4～（au、softbank）
　※H13.12～(NHKと整備局との協定締結)
　※H23. 2～(NSTと整備局との協定締結)
　※H23.10～(NCTと整備局との協定締結)
　※H24. 1～(TeNYと整備局との協定締結)
  ※H24. 6～(UXと整備局との協定締結)
  ※H25.7～(BSNと整備局との協定締結)

新潟市  ※H24.4～

三条市  ※H25.4～

見附市  ※H24.4～

燕市  ※H24.5～（H24.3～試験放送）

弥彦村  ※H25.4～H28.3 中止

加茂市  ※H24.4～

新潟市 ※H26.4～

燕市 ※H26.4～

新潟市  ※H2～/H22～（デジタル化）

長岡市  ※デジタル化に向けた今後の方針を平成29年度末を目途に検討

三条市  ※H18.3市内全域に整備済み

見附市  ※H18～（MCA） ※H24～（消防無線）

燕市  ※H20年度、市内全域に整備済み

五泉市       ※H26.3整備済 　　　　※不感地区整備（5地区）H28.4から

弥彦村  ※H22.3～（MCA）

新潟市  ※H19～秋葉区，H22～南区 ※H25.4～全市に拡大

長岡市  ※H18～ 町内会、民生委員等に順次貸与

三条市  ※H18.10～毎年新規対象者に貸与

見附市 ※H27～

弥彦村 ※H28.3
※汎用FMラジオへ移行中

汎用（放送局デジタル選局式）FMラジオの配備事業 ※H24～5年間で10,000台頒布目標

※H24.4～（FM開局時からの協定を強化、再締結）
新潟市  ※エフエム新津 ※エフエムラジオ新潟

見附市 ※H17～（FM新潟）/H24～（FMながおか）

FM緊急割込み装置による災害情報の発信 長岡市  ※H18～

長岡市 　　 ※H13～FMながおか、NCT

三条市  ※H18～（燕三条エフエム、NCT）

燕市  ※H20～
 ※H18～（MCA） ※H24～（消防無線）

防災FAX設置（嘱託員、福祉施設、学校、企業など）  ※H17～

防災情報システムの機能強化（情報発信の迅速化） 新潟市 　　　※26.4～ 運用開始

田上町       ※H25.9～

三条市 　　　　  ※H27.4～

Ｌアラートと連携したYahoo!JAPANのＨＰ及びＮＨＫデータ放送から
の情報発信

三条市  ※H26～

「
再
構
築
ビ
ジ

ョ
ン
取
組

（
様
式
１

取
組
一
覧

）
」
参
照

２
ソ
フ
ト
対
策
の
主
な
取
組

■
情
報
伝
達

、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

ＦＭラジオ・ケーブルテレビ放送局と連携した情報提供

サイレン・スピーカーによる避難情報の伝達
見附市

Ｊ-ＡＬＥＲＴとの自動連携の緊急速報メール

4

緊急告知FMラジオ

燕市

BSNデジタルデータ放送

NHKデジタルデータ放送

同報系防災行政無線

備考

わかりやすく精度の高い
情報伝達

防災・緊急情報メール（登録制）

　　　※H18～/H21～（IFAX）　※H27.6～区別配信

Twitter

エリアメール（緊急速報メール）

ＴＶ放送局への河川情報及び映像情報の提供

FMラジオ放送局と連携した情報提供

国

ソフト対策 ソフト対策の実施状況

項目 対策項目 主な内容 機関 H26年度まで H27年度
H28年度

事項 №

１ﾊｰﾄﾞ対策の主な取組

■避難行動、水防活
動、排水活動に資する
基盤等の整備
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【信濃川下流域】各機関におけるソフト対策実施状況 3/5 （ H28.8.1 時点 ）

～7月 8月～

新潟市 ※H17.7～

長岡市 ※H19～

三条市 ※H17～

加茂市 ※H22～

見附市 ※H17～

燕市 ※H20～

田上町 ※H20～

五泉市 ※H21.3～

弥彦村 ※H20～

新潟市 ※H18～

長岡市 ※H19～

三条市 ※H23.6～

見附市 ※H17～

燕市 ※H21～

五泉市 ※H21.3～

弥彦村 ※H20～

個別訪問による避難伝達とスクールバスによる避難支援 加茂市 ※H23～

新潟市 ※H７～

長岡市 ※H7.12～

三条市 ※H17.10～

加茂市 ※H18～

見附市 ※H8～

燕市 ※H18～

五泉市 ※H17.10～

田上町 ※H18～

弥彦村 ※H18～

新潟市 ※S44～

長岡市 ※S63.7～

三条市 ※H17.10～

見附市 ※H17～

燕市 ※H24.5～

五泉市 ※H21.1～

田上町 ※H20.8～

弥彦村 H28.7.19　長野県青木村と協定

２
ソ
フ
ト
対
策
の
主
な
取
組

■
要
配
慮
者
利
用
施
設
等
の
自
衛
水
防
の
推
進
に
関
す
る
取
組

■
情
報
伝
達

、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

災害時支援体制
の向上

6

5

備考

災害時要援護者支援
の向上

災害時要援護者基準及び名簿の作成

共助を中心とした災害時要援護者支援体制の確立

「
再
構
築
ビ
ジ

ョ
ン
取
組

（
様
式
１

取
組
一
覧

）
」
参
照

近隣市町村相互援助協定

遠隔地災害時相互応援協定

ソフト対策 ソフト対策の実施状況

項目 対策項目 主な内容 機関 H26年度まで H27年度
H28年度

№事項

【信濃川下流域】各機関におけるソフト対策実施状況 4/5 （ H28.8.1 時点 ）

～7月 8月～

水防資機材不足発生時における応援体制の確立 県 ※H24.6完

見附市 ※H24.3完

※H26.3完

災害時応援協定業者への資機材支給 ※H25.4～

水防資材の十分な確保 三条市 ※H24.6～

水防資機材の確保（ライフジャケット、ロープ、ボート等） 加茂市          ※H25完　

水防資材の十分な確保（ライフジャケット、スコッチコーン等） 燕市 ※H25.4～

消防団へのライフジャケット・雨具の配布 五泉市 ※H24.12完

水防資機材の確保（ライフジャケット） 田上町          ※H25.5～

長岡市 　　　※H27～

三条市 ※H17.6～

見附市 ※H17～

燕市 ※H24～

弥彦村 ※H20～

長岡市 　　　※H28～

見附市 ※H17～

長岡市 ※H28.3～

三条市 ※Ｈ27.6～

事前防災行動計画（タイムライン：水害版）の運用 見附市 ※Ｈ27.5～

事前防災行動計画（タイムライン：水害版）の運用 燕市 ※以降も継続

雨量情報の提供 ※H17～

水位情報の提供 ※H17～

携帯電話及び防災端末を活用した水位予測等の提供 ※H24.7開始

水位予測精度向上 ※完

リアルタイムはん濫シミュレーション結果の閲覧 ※H24.7開始 　

ライブカメラ画像の提供（ホームページ） ※H20.3～

ライブカメラ画像の提供（ｉモード） ※H24.4～

CCTVの高度化 27箇所(H25.1完了)

危険箇所（市町村毎）　※H25年度～H27年度

支川合流点 ※H25年度～

            内水常襲地帯 ※H26年度～ ※以降も継続

信濃川下流域情報共有プラットホームにおける情報提供       ※H26.4～（部分運用予定）

ダム情報の提供    ※H17～

土木防災情報システムの機器更新及び回線増強    ※H24.6完
 ※視認性向上の画面

改造 　　　　※携帯電話用ｼｽﾃﾑの改造

河川カメラ画像の提供  ※H26.7～

高所監視カメラの設置 新潟市  H8～運用開始，H25.4～増設

長岡市 ※Ｈ26完

燕市                  ※H26～ ※H28増設予定

燕市観光・防災Wi-Fiステーション整備 燕市 　H28.1から運用開始

長岡市 　　　　※H24.4開始

見附市 ※H26年度～

加茂川・下条川の水位計の閲覧（庁内）増設と中央指揮所の整備 加茂市

携帯電話からの現地映像収集 ※H26～

市内設置の防災カメラ映像 ※H17～

行政内で必要とする災害情報を集約した災害対応管理システム ※H17～

河川監視カメラによるライブ映像の提供 三条市 ※H17.5～ ※H17～運用開始，H24.6～増設

２
ソ
フ
ト
対
策
の
主
な
取
組

１
ハ
ー

ド
対
策
の
主
な
取
組

■
情
報
伝
達

、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

■
基
盤
等
の
整
備

※増設完
※中央指揮所Ｈ25～

見附市

7

8

9

国・県

国

アドホック（簡易）水位計の整備

県

市内設置の防災カメラ映像

勧告・指示等、発令基準
の明確化

避難準備情報・避難勧告等発令基準を数値化

備考

水防資機材の備蓄体制
強化

消防団へのライフジャケット・雨具の配布

新潟市

「
再
構
築
ビ
ジ

ョ
ン
取
組

（
様
式
１

取
組
一
覧

）
」
参
照

避難勧告等判断情報の収集（気象会社によるピンポイント気象情報）

事前防災行動計画（タイムライン：風水害版）の運用

防災・災害情報
の共有化

携帯電話による現場写真共有システム

№事項

ソフト対策 ソフト対策の実施状況

項目 対策項目 主な内容 機関 H26年度まで H27年度
H28年度

- 3 -



【信濃川下流域】各機関におけるソフト対策実施状況 5/5 （ H28.8.1 時点 ）

～7月 8月～

住民に対する防災情報等に関する啓発・協力
  ※H24.4～5に準備、以後継続

消防団員に対する避難情報対応に関する啓発・協力
　※H24.4～5に準備、以後継続

※水防団用洪水対応ﾎﾟｹｯﾄﾌﾞｯｸ配布

洪水に関する防災教育プログラム制作 ※H26.2  ※補助教材の提供

新潟市 ※H14～

三条市

燕市 ※H24～ 毎年開催

五泉市 ※H22.9～ H25、H26未実施

見附市 ※H9～

避難支援セミナー 弥彦村 　Ｈ27.7開催

防災士養成講座 新潟市 ※H26～

中越市民防災安全大学の開講（地域の防災リーダーの育成） 長岡市 ※H18～ 毎年開催

長岡市 ※毎年実施（地域によっては、地震想定の場合もある）

三条市 ※H17.6～

燕市

田上町  ※H26.10完

五泉市                     ※H27.6.7

見附市 ※H17.6～

弥彦村 ※H28.10予定

新潟市 ※H26～ ※H27～全市展開

長岡市 　　　※H27～
H29～全市展開

燕市 ※H28～

全小中学校・全学年で防災教育授業の実施 三条市 ※H25～

新潟大学 災害・復興科学研究所との「防災まちづくり」に関する協定 燕市 ※H23.9協定締結

水害に関する防災訓練の実施（毎年6月） 見附市 ※H17～

長岡市 ※H27.8～

見附市 ※H24.8～

三条市                      ※H26.8～

小学生を対象とした防災キャンプの実施 燕市 ※H28～

長岡市 ※H13.4～

三条市 ※H17～

五泉市 ※H19.11～ 

田上町 ※H18～

新潟市 ※H13.4～（赤渋）

三条市 　　     ※H26.5完（上須頃）

見附市 ※H23.8完成（道の駅パティオにいがた内）

国  　　    ※H26.5完（三条防災ｽﾃｰｼｮﾝ）

国・新潟市 ※天野防災ｽﾃｰｼｮﾝ

長岡市 　　　※H22.10～（市民防災公園）

燕市 ※H27.3完成（東町公園）

防災マップ作成支援（窪地マップの提供） 燕市 ※H27～ ※以降も継続

住民に対する防災気象情報の普及・啓発活動 国(気) ※随時

きめ細かい危険水位の設定資料の提供 ※完了

換算水位表示横断図の提供 ※完了

「にいがた防災アプリ」の開発 新潟市 ※H26開発 ※H27機能拡張

見附市 ※H24.2完

田上町 ※H27.7完

※事業の実施スケジュールについては、現時点における社会経済状況等を前提としているため、今後の社会経済状況の変化や新たな知見等に基づいて見直しを行う場合があります。

２
ソ
フ
ト
対
策

２
ソ
フ
ト
対
策
の
主
な
取
組

■
平
時
か
ら
住
民
等
へ
の
周
知
・
教
育
・
訓
練
に
関
す
る
取
組

10

11

町内会へ防災出前講座

その他

水害を想定した避難訓練

「防災教育」　学校・地域連携事業

小・中学生を対象とした防災キャンプの実施

土砂災害警戒区域、特別警戒区域の指定

備考

地域防災力向上
のための取組

県

※洪水対応ﾎﾟｹｯﾄﾌﾞｯｸ配布
※家庭保存版啓発クリアファイル配布

自主防災リーダー研修会

「
再
構
築
ビ
ジ

ョ
ン
取
組

（
様
式
１

取
組
一
覧

）
」
参
照

           ※H21.11～自主防災リーダー研修会 ※H26.1～名称を災害に
              強いまちづくりワークショップに変更し、内容・周知方法を見直し

防災ステーションの整備

防災施設を備えた公園の整備

※H23のみ

国

ソフト対策 ソフト対策の実施状況

項目 対策項目 主な内容 機関 H26年度まで H27年度
H28年度

事項 №

1ﾊｰﾄﾞ対策の主な取組

■避難行動、水防活
動、排水活動に資する
基盤等の整備

■平時から住民等への周知・
教育・訓練に関する取組

■情報伝達、避難計画等
に関する取組

■平時から住民等への周知・
教育・訓練に関する取組
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減災に係る取組概要
～新潟市～

資料１－３



洪水浸水想定区域内及び土砂災害警戒区域内にある要配慮者利用施設の管理者を対象とし、水害・

土砂災害時に適切な避難行動がとられるよう、避難確保計画の作成方法や日頃からの備え、災害情報

の種類と入手方法などに関する説明会を実施しました。

【実施概要】

・日 時：平成28年11月30日（水）午前の部：午前10時から、午後の部：午後2時から

・参加者：要配慮者利用施設の管理者 約350名

・内 容：①防災気象情報の活用（新潟地方気象台）

②水害・土砂災害に備えて（北陸地方整備局河川部）

③新潟県からの防災情報等の提供～水害・土砂災害への備え～（新潟県土木部）

④社会福祉施設等における利用者の安全確保及び非常災害時の体制整備（市福祉部）

⑤避難情報等の伝達手段（市危機管理防災局）

カテゴリ 要配慮者利用施設による避難確保計画の作成に向けた支援を実施

内 容 避難計画策定の推進

実施主体 新潟市（協力：北陸地方整備局、新潟地方気象台、新潟県）

（様式2-取組概要）

篠田新潟市長 挨拶 説明会に参加した施設管理者 市危機管理防災局からの説明 １



減災に係る取組概要
～五泉市～



携帯電話やパソコンのメールを利用した五泉あんしんメールについて、更なる普及のため周

知・広報を実施しました。

【実施概要】

・日 時：随時

・参加者：登録者

・内 容：①平成27年1月より運用開始

②平成29年2月23日登録者 2,420名

②平成28年6月10日号掲載

カテゴリ リアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信、防災情報の充実

内 容 防災アプリ・ラジオ・メールの更なる普及のための周知・広報

実施主体 五泉市

市広報紙（6月10日号）五泉あんしんメール

（様式2-取組概要）



川東中学校では、避難所体験を行うことで、防災に対する関心を持たせることを目的にサマー

キャンプを実施している。そのカリキュラムの一環として出前講座を実施しました。

【実施概要】

・日 時：平成28年7月19日（火）9：50～11：10

・参加者：川東小学校5年生47名・川東中学校1年生37名

・内 容：①地域防災について、ハザードマップを活用し、自宅周辺の浸水深の確認

②避難について、避難の種類、情報の入手方法、自宅から近い避難所の確認

③日頃の備えについて、非常時の持ち出し品、家族との連絡方法の確認

カテゴリ 小中学校等における水災害教育を実施

内 容 出前講座（水害教育）の実施

実施主体 五泉市

防災出前講座（川東中学校）防災出前講座（川東中学校） 防災出前講座（川東中学校）

（様式2-取組概要）



五泉市では、住民の防災意識の高揚と自主防災組織設立及び活性化を図るため、新潟県と共催

で自主防災シンポジウムを開催しました。

【実施概要】

・日 時：平成29年1月14日（土）13：30～16：00

・講 師：瀧本 浩一（総務省消防庁消防大学校客員教授）

・参加者：100名

・内 容：①基調講演 「来たるべき自然災害に備える～自主防災組織の役割と活動を知ろう！～」

②自主防災組織の取組事例について、地元自主防災組織より事例発表

③自主防災組織補助金、地震保険・共済生徒の説明

カテゴリ 住民の防災意識を高め、地域の防災力の向上を図るための自主防災組織の充実

内 容 自主防災のあり方、役割の（再）啓発

実施主体 五泉市、新潟県

事例発表（東赤海自主防災会）基調講演（瀧本講師） 自主防災シンポジウム参加者（五泉市福祉会館）

（様式2-取組概要）



五泉市では、水防訓練、防災訓練を通じて関係機関との連携強化を図るため、訓練を実施しま

した。また、全職員を対象に災害警戒本部設置訓練を行いました。

【実施概要】

・日 時：水防訓練 平成28年6月5日(日)・災害警戒本部設置訓練 平成28年6月24日(金)・

防災訓練 平成28年9月25日(日)

・参加者：水防訓練 238名・災害警戒本部設置訓練 560名・防災訓練 657名

・内 容：①災害警戒本部設置訓練の実施

②防災訓練時、災害対策本部設置訓練・災害情報広報訓練の実施

カテゴリ 水防団等への連絡体制の確認と首長も参加した実践的な情報伝達訓練

内 容 情報伝達訓練の実施・参加・支援

実施主体 五泉市

防災訓練 災害情報広報訓練（橋田小学校）災害警戒本部設置訓練（五泉市役所） 防災訓練 災害対策本部設置訓練（橋田小学校）

（様式2-取組概要）



五泉市では、水防訓練、防災訓練を通じて、地域住民の防災意識の啓発を図ると共に、関係機

関との連携強化を図るため、訓練を実施しました。

【実施概要】

・日 時：水防訓練 平成28年6月5日（日）・防災訓練 平成28年9月25日（日）

・参加者：水防訓練 238名・防災訓練 657名

・内 容：①木流し工・T型マット工・積土のう工・月の輪工・釜段工の実施

②災害対策本部設置訓練・災害情報広報訓練・地域住民による避難訓練等の実施

③ AED訓練・起震車・降雨体験車・水消火器による消火訓練等の体験コーナー

カテゴリ 毎年、関連機関が連携した水防実働訓練等を実施

内 容 出水期前の水防訓練の実施・情報伝達訓練の実施・参加・支援

実施主体 五泉市

水防訓練 水防工法点検（早出川河川敷）水防訓練 木流し工法（早出川河川敷） 防災訓練 要配慮者安否確認訓練（橋田小学校

（様式2-取組概要）



水防活動の担い手となる消防団員の募集の記事と、マイ消防団パスポート事業の紹介も併せて

行いました。

【実施概要】

・日 時：平成28年5月10日号・平成28年8月25日号

・参加者：五泉市内全世帯

・内 容：①市広報紙による消防団員の募集

②消防団員の優遇措置である、「マイ消防団パスポート事業」の紹介

カテゴリ 水防活動の担い手となる水防協力団体の募集・指定を促進

内 容 水防団員の募集促進

実施主体 五泉市

市広報紙（8月25日号）市広報紙（5月10号）

（様式2-取組概要）



北陸地方整備局が実施した、水防技術講習会に参加し水防工法の技術の向上を図りました。

【実施概要】

・日 時：平成28年10月30日（金）

・参加者：消防職員 1名・消防団員 1名

・内 容：①積土のう工法の実技訓練

②木流し広報の実技訓練

③シート張り工法の実技訓練

カテゴリ 国・県・自治体職員等を対象に、水防技術講習会を実施

内 容 水防技術講習会への参加

実施主体 五泉市（国土交通省北陸地方整備局主催）

水防技術講習会（木流し工法）水防技術講習会（積土のう工法） 水防技術講習会（シート張り工法）

（様式2-取組概要）



減災に係る取組概要
～新潟県 防災局～



カ テ ゴ リ

内 容

実 施 主 体

⑥住民の防災意識を高め、地域の防災力の向上を図るための自主防災組織の充実

地域防災交流会議の開催

新潟県 （会議運営の受託業者：公益社団法人 中越防災安全推進機構）

県内３地区に分けて「地域防災交流会議〔地域版〕」を開催し、自主防災組織育成や地域防災活性化に係る課題について

意見交換するとともに、先進的な取組について情報共有を行った。その後、地域防災交流会議〔全県版〕を開催し、地域防災

交流会議〔地域版〕の成果やモデル的に実施した取組事例について情報提供を行い、地域の主体的な取組の推進に努めた。

【実施概要】

• 日 時

• 対 象 者 市町村防災担当者

• 内 容

② 市町村職員が抱える自主防災組織活性化の課題と解決策の共有

平成28年8月23日（火）13:30～16:00 （下越 ・新潟・佐渡地区）

平成28年8月25日（木）13:30～16:00 （ 上 越 ・ 魚 沼 地 区 ）

平成28年9月2日（金）13:30～16:00 （ 中 越 ・ 県 央 地 区 ）

① 地域防災交流会議〔地域版〕

② 地域防災交流会議〔全県版〕 平成28年10月25日（火）13:30～16:00

① 自主防災活性化についての情報共有

③ 防災士フォローアップモデル事業等の報告、等

地域防災交流会議〔地域版：下越・新潟・佐渡地区〕 地域防災交流会議〔全県版〕

（様式2-取組概要）

１



減災に係る取組概要
～新潟県 土木部～



新潟地域整備部では、紫竹にある水防倉庫に棚を設置して水防資機材の収納力及び使い易さの

向上を図りました。

【実施概要】

・実施内容：紫竹の水防倉庫を修繕（棚の設置）

・工 期：平成２８年８月１日～平成２８年８月３０日

・整備効果：①棚設置による空間利用による収納力の向上

②資機材の整理により使い易さの向上

③庁舎移転に伴い、現庁舎で保管している資材も収納（装備の減量化を低減）

カテゴリ 新技術を活用した水防資機材の検討及び配備

内 容 水防資機材の確認整備

実施主体 新潟地域振興局地域整備部

棚設置完了水防倉庫修繕前 収納状況

（様式2-取組概要）

１



出水時において、迅速かつ的確な樋門・排水機場の操作を行うため、三条地域振興局地域整備部、国

土交通省、三条市が連携して、樋門・排水機場の操作訓練を実施。

【実施概要】

・日 時：平成28年6月10日(金) 8:30～16:40

・内 容：① 国管理の樋門操作訓練 （樋門操作は委託先の三条市）

② 県管理の排水機場操作訓練

③ 国による排水ポンプ車の訓練

カテゴリ 排水計画に基づく排水訓練の実施、排水機場・水門・樋門等の情報共有

内 容 関係機関が連携した樋門・排水機場の操作訓練の実施

実施主体 三条地域振興局地域整備部、国土交通省、三条市

排水機場・排水ポンプの排水状況三条市による樋門の操作訓練状況 国による排水ポンプ車の訓練状況

（様式2-取組概要）
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刈谷田川（防災教育、防災スクール）において出前講座を実施

【防災スクール】

・日 時：平成28年7月19日（火）出前講座、平成28年8月25日（木）現地説明

・対 象：見附市立名木野小学校５年生５１名他教員２名

・内 容：平成16年7.13水害の被害状況、遊水地の機能を説明

平成23年新潟福島豪雨時の遊水地の効果等、遊水地施設について現地説明

【防災教育】

・日 時：平成28年8月2日(火)

・対 象：見附市立見附中学校２年生７７名他学校職員７名

・内 容：平成16年7.13水害、平成23年新潟福島豪雨の概要、遊水地施設の機能・効果の説明

カテゴリ 住民を対象とした水防災教育の実施

内 容 小、中学校を対象とした出前講座

実施主体 長岡地域振興局地域整備部

7月19日 名木野小学校

（様式2-取組概要）

8月25日 名木野小学校 8月2日 見附中学校 3



遊水地内に越流した事を想定した安全施設の作動訓練の実施及び見附市防災用サイレン音と遊水地

内サイレン音の区別を関係地区に周知させることを目的としている。

【作動訓練】

・日 時：平成28年6月19日

・出席者：新潟県長岡地域整備部治水課2名、樋門操作委託業者7名、電気設備点検業者1名

・内 容

①樋門閉扉前遊水地内パトロール（ルート確認及びパトロール完了までのタイム計測）

②安全周知【レベル１】：回転棟、避難アナウンス、疑似音

③遠方操作室からの各種樋門開閉作動確認

④安全周知【レベル２】：避難アナウンス、サイレン吹鳴

カテゴリ 見附市と連携した刈谷田川遊水地安全施設作動訓練の実施

内 容 遊水地内に越流を想定した安全施設の作動訓練

実施主体 長岡地域振興局地域整備部

遊水地施設作動訓練前打合せ

（様式2-取組概要）

各池内パトロール状況 遠隔操作による各種樋門の作動確認 4



減災に係る取組概要
～新潟地方気象台～



気象庁では、気象警報等に関連して「危険度の色分け」や「警報級の可能性」の提供を、平成29年度

出水期を目途に提供を開始する計画です。

平成28年度出水期には、自治体等関係機関にご覧いただけるよう試験的に提供を開始しました。

【実施概要】 ・日 時：平成２８年６月８日

・内 容：① 危険度を色分けした時系列

② 警報級の可能性

カテゴリ 気象情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級の現象」等の改善

内 容 気象情報発信時の「危険度の色分け」や「警報級の現象」等の改善

実施主体 新潟地方気象台

警報級の可能性危険度を色分けした時系列

（様式2-取組概要）



減災に係る取組概要
～信濃川下流河川事務所～



カテゴリ １．ハード対策の主な取組
■洪水を河川内で安全に流す対策 ・河道掘削
■危機管理型ハード対策 ・堤防天端の保護

内 容 洪水を安全に流すため・危機管理型のハード対策の推進 （山島新田、関屋分水路地区他）
堤防天端の保護 （加茂新田、石上、大川津地区）

実施主体 国土交通省信濃川下流河川事務所

石上地区 堤防天端のアスファルト保護実施状況
山島新田地区 河道掘削実施状況

（様式2-取組概要）

《着手前》

《完 成》《H29年3月 施工状況》

《着手前》

《施工中》

河道掘削範囲

１

信濃川

アスファルト等

堤防天端をｱｽﾌｧﾙﾄ等で保護

し、堤防への雨水の浸透を抑制

するとともに、越水した場合には

法肩部の崩壊の進行を遅らせる

ことにより、決壊までの時間を少

しでも延ばす。

アスファルト施工範囲



アンテナ
太陽電池
中継装置

アドホック水位計設置イメージ

川裏側

信濃川大橋

監視強化のため、越水危険箇所に簡易水位計、ＣＣＴＶカメラ、量水標を設置。

カテゴリ １．ハード対策の主な取組
■避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備
①円滑な避難活動や水防活動を支援するため、ＣＣＴＶカメラ、簡易水位計や量水標等
の設置を行う。

内 容 簡易水位計、ＣＣＴＶカメラ・量水標の設置

実施主体 国土交通省信濃川下流河川事務所

（様式2-取組概要）

凡例

水位計設置状況

水位計

アドホック水位計設置イメージ

川表側

ＣＣＴＶカメラ設置状況

【実施概要】簡易水位計・ＣＣＴＶｶﾒﾗは、管内でも特に越水等危険性が高い箇所の監視を目的に設置するものであり、平成２８年度は簡易水位計６台、
ＣＣＴＶｶﾒﾗ４台を設置し監視強化を行っている。

2



カテゴリ ２．ソフト対策の主な取組
■情報伝達、避難計画等に関する事項
①リアルタイムの情報提供やプッシュ型情報の発信、防災情報の充実

内 容 水位・気象情報等の情報発信

実施主体 国土交通省信濃川下流河川事務所

（様式2-取組概要）

国土交通省では、「水防災意識社会 再構築ビジョン」のもと、流域住民の主体的な避難を促進するため、
平成２８年９月より国が管理する２河川（鬼怒川、肱川）の沿川自治体（茨城県常総市、愛媛県大洲市）にお
いて緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信を取り組んでいます。
北陸地方整備局では、平成２９年出水期前から、洪水情報のプッシュ型配信を開始予定。

プッシュ型の洪水予報等の情報発信H29.5実施に向け準備中。

3



【実施概要】ヘリサインは、地震・出水等の災害時において、防災ヘ

リコプター等により上空から河川管理施設の被災及び氾濫状況を把握

した位置の特定を迅速に行うことを目的とするものです。

信濃川下流域では、本川下流及び兼用道路等除く堤防天端に「距離標」

及び「橋梁名」を設置しました。（Ｈ28年度実施）

カテゴリ ２．ソフト対策の主な取組
■救援・救助活動の効率化に関する取組
①大規模災害時の後援・救助活動等支援のための拠点等配置計画の検討を実施

内 容 広域支援拠点等の検討・支援

実施主体 国土交通省信濃川下流河川事務所

信濃川下流域対空標示（ヘリサイン ）設置状況

距離標（Ｒ３８Ｋ）

上空斜め写真 Ｌ17.0ｋ

（様式2-取組概要）

橋梁名（大郷橋）

直轄河川管理における対空標示（ヘリサイン）を設置

4


